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中国雲南省学校再建・歯科内科医T療、ザンビア憩
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　The next major development will not come out of existing

　　　　　　enterprises.lt may be a completely new industry.

　　　lt might be something relating to the lntemet using a

telephone circuit. New business with potentialities like this

　　　　　　　　　　forsemng information has already started.

どこでもｵﾌｨｽできる

ﾄﾞｺﾓﾓﾊﾞｲﾙﾂｰﾙ

。

ノートパソコンの普及にともなって､いま､ｵﾌｨｽの外で仕事をこなすビジネスマンが増えています。

外出先や移動中にもレポートや見積書を作成したり､といったことが簡単にできるようになったのです。

ドコモのデジタル･ムーバHYPERは､そんなモバイルコンピューティングの世界をさらにパワーアップ。

9600bpsというハイスピードな通信速度は､効率の良いデータの送受信に威力を発揮。

ノートパソコンからデジタルスチルカメラまで､デジタル･ムーバHYPERがその活動範囲を拡げます。

ＮＴＴＤＯＣＯＭＯ中国岡山支店

‐■■■インターネット

　　手のひらのﾄﾞｺﾓから､世界ﾍｱｸｾｽ。

　　■■■・社内ＬＡＮ

ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝで社内LANにﾘﾓｰﾄｱｸｾｽ。

　　　　　　■■■■電子メール

PDAツール(携帯情報端末)でどこからでも電子ﾒｰﾙを送受信。

　　　　　　　　　　■■■■ＦＡＸ

　　　　出張先から携帯FAXで書類をｽﾋﾟｰﾃﾞｨに送信。

‐■■■デジタルスチルカメラ

　　　　取材したデジタル画像をリアルタイムでデスクヘ。



　Ｊ冒頭順調ｋ

中－饗膳置煕騰善建

　l=jｸﾞ,ﾀﾞ活動雅告白l゛,ﾃﾞJ1万j’

　　　昨年２月３日、中国雲南省大地震

　　（M7､6）により多くの学校が被害に

　　あいました（946校中520校）。 ＡＭＤＡ

　　は被災直後より被災者への医療救援活

　　動を実施するとともに学校再建活動も

　　実施してきました。

　　　この学校再建活動には学校関係者、

　　各種企業､団体の皆様から暖かいご支

　　援をいただき、今年３月には１校目、

●｀中心完小学校が完成しました。

　　　中心完小学校の子どもたちが新しい

　　校舎でとても元気に過ごしているのが

　　表紙の写真からも伝わってきます。ま

　　た､子どもたちは皆様からのご支援に

　　大変感謝し、お礼の手紙や絵画などを

　　ＡＭＤＡに送ってくれました。８月には

　　２校目の余楽小学校が完成しました。

　　　このように皆様のご支援をもちまし

　　て中国雲南省学校再建活動が順調に実

　　施できましたことに深く感謝いたしま

　　す。ありがとうございました。

　　　今後もできる限り中国での学校再建

､・活動を行っていく所存です。

完成した中心完小学校

AMDA高校生会による中心完小学生絵画展

中国スタディツアー　　地元の子どもだちから大歓迎を受けました。



ルワンダから◇モービルヘルスサービス

旧ユーゴから◇難民の職業訓練に取り組む女性たち
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　　ルワンダから

　　　　　◇

補助給食プロジェクト
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　カンボジアから

　　　　◇

　デイケアセンター
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○○･ｴｭお祝いメッセージニ○

岡山県知事

石井　正弘

　AMDAジャーナルの創刊おめでとうございます。

　岡山県に本部を置くAMDAは、NGOとしての特性を生か

した緊急救援、医療、保健衛生等々のプロジェクトを幅広く

展開されており、その活動は世界的にも高く評価されている

ところであります。

　今回創刊されるＡＭＤＡジャーナルは、AMDAの活動状況

を紹介する機関誌としての内容を充実するとともに､新たに

地域･企業・団体等の国際貢献活動を紹介するページを加え

られるとのことであり､情報交換の場が設けられることによ

り今後の国際貢献活動がさらに促進されるものと期待してい

ます。

　ＡＭＤＡのますますのご活躍とＡＭＤＡジャーナルを通じて

ボランティアの輪が広がることを祈念し、メッセージとさせ

ていただきます。

●

●

-

岡山市長

安宅　敬祐

４　より/Mル｡,7�/99乙//

　このたび、『AMDAジャーナル』が創刊の運びになりまし

たことを、心からお喜び申し上げます。

　近時､国際化の進展とともに、国際交流から国際貢献への

潮流がますます加速しており、また阪神づ炎路大震災等を契

機として､ボランティア活動に対する関心が高まりを見せて

おります。

　岡山市といたしましても、姉妹都市･友好部巾を中心とし

た国際交流を推進するとともに､地方自治体としての国際協

力・貢献策の充実にも努めているところであります。

　このような中で、ニュースレター『国際医療協力』が

『AMDAジャーナル』へと改称され、内容の充実が図られま

すことは、誠に時宜を得たものであり、これを契機に、本誌

が国際協力・貢献活動･ボランティア活動等を推進する牽引

役を果たされることをお祈り申しllげます。
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岡山県教育長

黒瀬　定生

　AMDAジャーナルの創刊、まことにおめでとうございます。

　近年､子どもたちのボランティア活動の充実や国際理解教育等の重要性が指

摘されております。本県においても、学校と家庭・地域社会が連携しながら、

ボランティアや勤労体験などの体験的な活動を通して､子どもたちに豊かな心

をはぐくむとともに､諸外国の文化や伝統を理解し、国際社会の一員として適

切に行動できる資質の向上に努めているところであります。

　このような時期に､AMDAジャーナルを創刊し、県内のボランティア活動や

国際協力の取組についての具体的な情報が提供されることは､本県の子どもた

ちのボランティア活動や国際理解を促進していくうえで､まことに時宜を得た

ことと、心から敬意を表する次第であります。

岡山市教育長

戸村　彰孝

　月刊誌「AMDAジャーナル」の創刊を、心よりお喜び申し上げます。

　岡山市に本部を置く国連ＮＧＯのAMDAは、人道的な緊急裁板医療活動はも

とより、難民救済、人材育成、医療教育の実践など、我が国の顔が見える国際

的な医療協力･貢献活動を幅広く展開されており、その献身的なご努力に深く

敬意を表する次第です。

　我々は世界との共生を目指し、人口問題、食料問題、エネルギー問題、環境

問題などの21世紀の重要な課題を克服していく必要があります。

　とりわけ教育の分野においては､国際社会に通用する心豊かで創造性に富む

子ども､自ら問題意識を持ちその解決に向かって邁進する生きる力を持った子

どもを育成していくことが､重要であると考えております。それだけに地球的

な視野で､創造的に、チャレンジ精神を持って邁進するAMDAに寄せる期待は

誠に大きいものがあります。

　この「AMDAジャーナル」の創刊を契機に、岡山から附界に向けて国際協力

活動･人道援助活動･ボランティア活動の輪が更に一層広がりますよう祈念申

し11げます。

加茂川町長
片山　舜平

　　近年、［lt界の各地域において災難が続発し、その度にＮＧＯが登場する機

会が増えております。目本においても阪神人震災､三陸沖のオイル流出事故等

においてＮＧＯやボランティアの活躍は記憶に新しいところであり、そうした

状況の中でボランティアの意識が年々高揚している今､ＮＧＯやボランティア

の情報誌として「AMDAジャーナル」が創刊されますことは誠に意義深く、心

からお喜び申し目ずるとともに深甚の敬意を表するものであります。

　加茂川町とAMDAのお付き合いは､バングラデシュにおけるボランティア貯

金の視察やソマリア難民救援プロジェクトに本町の職員を派遣してからで､そ

の後の阪神大震災における連携など地方自治体とＮＧＯの関わりを内外に示し

た好例では‥・と自負しております。以来、加茂川町においては、全国の自

治体では初めての国際貢献を盛り込んだ「国際化の推進に関する条例」を施行

レ町民によるNGOとして「KIO」を組織し、国際交流や国際協川こ町ぐるみ

で収り組んでいるところであります｡今後ますます盛んになるであろうNGO、

NPOの活動やボランティアの指針として「ＡＭＤＡジャーナル」がその役割を

ト二分に発揮されることを期待し創刊にあたっての祝詞といたします。

,4/W/M ｡/,J,・�/997.j/　5
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子どもたちの笑顔に感動

岡山後楽ライオンズクラブ

医師　清水　直樹

　岡山県内の子供たちが中国雲南省大震災被災小学

校に義援金や文房具を贈っていることに感動をし、

人人も何かしようと考えた末、岡山後楽ライオンズ

クラブは小学校再建を決めました。そしてＡＭＤＡの

学校再建プロジェクトに協力させて珀くことになり

ました。校舎の建設費は300万円です」996年9月に

ライオンズクラブ内に特別委員会を設置し活動を開

始しました。今回の小学校再建は次に示す順序で行

われました。

１）資金集め

２）現地の情報収集

３）校舎の設計と監督

４）竣工式

１）資金集め

　平成8年12月29目、岡山

京橋朝市においてバザー。

街頭募金を行いました。ラ

イオンズクラブのメンバー齢肌かﾚ

の他、AMDA高校生会、丸

の内青少年ボランティアク

んは現地の子供たちに手紙を書きました。その返事

として子供だちから絵の入った手紙を受け取りまし

た。一見して地震が起こっても決して倒れない丈夫

な学校を建ててほしいという思いが伝わってきまし

た。校長先生からは2.3と7.2の２回の大地震で学校

は全壊し、フェルト製の防雪小屋で授業をするとい

う厳しい教育環境におかれているという報告があり

ました。

余楽村の学童検診をする清水医師

ラブ、京橋朝市実行委員会の方々のご協力を頃きま

した｡又､岡山県内外の個人や企業の方に義援金をお

願いしました。日本円の他、米ドル、ドイツ、台湾、

オーストラリア、香港、中国のお金も集まりました。

1996年12月末には目標金額300万円が集まりました。

２）現地視察

　1996年12月４日AMDA本部から山本さん、羽川さ

ん、AMDA広州から笹山さん、雲南省衛生庁の汪葵

さん、通訳の周云さんの５名が現地を視察しました。

建設する学校は予備調査で余楽小学校に決定してお

りましたので、ライオンズクラブ前会長杉本充稔さ

６　／Ｗ瓦4あro//り97.//

３）校舎の設計と監督

　ライオンズクラブ内

で学校再建の承認を得

るためには設計図が必

要でした。一晩かけて

簡単な設計図を書き上

げ現地調査に行く笹山

さんに手渡しました。

それをもとに広州で設

計図が完成いたしまし

た。２ヵ月役には目本の

建築家もびっくりする

ほどの立派な設計図が届きました。無事ライオンズ

の承認を得ることが出来ました。しかし、これから先

竣工式までの９ヵ月間はAMDA本部の方､広州の方、

昆明の方が現地や日本で大変な苦労をされたことは

想像に余りあるものがあったと思います。工事の監

督､現地政府､教育関係者､父兄などとの話し合いな

ど一番苫労の多いところをやって頂きました。竣工

式については記念植樹の桜の本の準備、定礎石の選

定､文字の彫込み､竣工式の準備にも大変なご尽力を

されました。よくここまでパーフェクトに準備をさ

れました。 AMDA広州の笹山さんとそのスタッフの

皆さんの努力にはただただ頭が下がります。

●ﾀﾞ

ｆ

-
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４）竣工式

　栄楽小学校の竣|:式は1997年8月18目、日本と広

州からの26名と学童、村人合わせて約400名が参加

して盛大に行われました｡式典は10時過ぎから村長、

　　教育長のあいさつ、次いで白神ライオンズクラブ会
●
長の祝辞､佐占団長のあいさつ､学校長と児童代表の

お礼のあとライオンズクラブから記念品の贈呈があ

りました。次いで２本の桜の本が記念植樹されまし

た。式典の第２部では納西族の民族踊りが行われ、

我々も村人も一緒になって踊りました。佐占団長が

オカリナ演奏､富士川先生がフルート演奏､中島先生

が詩吟を披露いたしました。広州で仕人れた材料で

餅つき大会､手打ちうどんも振る舞われました。しか

し、途中から雨が降りだし、早めの閉会となりまし

たっ

　竣ll式に参加し一番感動したのは、学校の完成を

本当に百んでいる子供たちの笑顔でした。良かった。

●本当に良かった。

余楽小学校での児童検診・住民検診

　余楽村の児童45名と大人35名の診察を行いまし

た｡

１）児童検診

年齢は７才から11才、男27名、女18名を診察した。

児童の体格は全体に小さく、やせ気味で米粉状態は

不良である｡皮膚の汚れでひどく悪Ｑがある｡疾患と

しては35名中６名に明らかな貧直がみられた。脊椎

の変形3名、胸部変形3名､Ｘ脚が1名にみられた。結

膜炎３名、腹水が１名みられた。しかし、アトピー皮

膚炎はｰ人もみられなかった。

学
校
完
成
を
喜
ぶ
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２）村人の検診

25ヤから72奢までの¶乃15名、女20名を診察した。身

長、休眠、|血Hﾐ、脈拍、必要な人のみ尿検査、心電図

検査を行った｡その結果最も多かった症状は､腰痛で

あり、35名中９名にみられた。次いで頭痛６名、腹痛

５名、めまい、食欲不振、睡眠障害がそれぞれ２帽ﾆ

みられた。疾患としては高血圧境界血目でが９名、貧血

８名、白内障４名、心筋障害３名、咽頭炎３名、皮膚

庁症１名、眼外傷１名にみられた。

　問題点

１）栄楽村には入浴、f洗い、着衣の洗濯の習慣がな

い｡飲料水は井戸水が中心で小川の水も飲んでいる。

日常生活のﾄ分な観察は出来なかったが、専門家に

よる村全体の衛生状態の調査が望まれる。

２）貧血、骨変形（特に学童）、腰痛（大人）がみら

れる。その原因として激しい農作業と食事中の蛋白

質､カルシウム摂取量が少ないことが考えられる。く

わしい村民の栄養調査の貧血と骨の精密検査を必要

とする。さらに大使の寄生虫の調査も不可欠である。

ｊ）高血目ｽが意外に多い｡塩分摂取量を含めて食餌調

査を要する。

４）検診にしては頭痛、めまい、腹痛の人が多い。貧

血、高血圧、寄生虫を含め起因する他の疾患がない

か、さらなる調査が必要である。

　対　策

　　Ａ．衛生教育

　　B.衛生状態の向卜

　　C.地域経済の活性化

　対策としては上記の3項目が挙げられる。村全体の

衛生状態は悪いが，村人は明るく比較的元気に暮ら

　　　　　　　　　　　　　　AMDA.1,）l,r,n,l j997.jl　’7
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4!麗江空港へ余楽小学校学童・先生が出迎え

ご同行を頃いた。病院では赤いタスキをかけた

若い看護婦さん２名と病院長、副院長、総婦長、

……i=1万=ji。･･.｡ji　鎚　jliil　レ事務長その他多くのスタッフが出迎えてくれた．
　　　　　　　　..･..･･.･!･･..1,!!.111:I.一一一一一一一一一一･I･････‥･･d･“･･!:::･tlj‘!･

　　　　　　　　　……………i……ﾔ………l･'･診療科は９つありベッド数300床である．院長よ

している。村人は家畜、魚、植物、寄生虫、バクテリ

アとともに自然と一体となって生命を維持している

という感じを抱かせる。この状態を急に変えること

は彼らの共存状態を崩すことになるかも知れない。

手洗い用の石鹸､洗剤を安易に持ち込めば､たちまち

川の水は汚染され､川や池の魚は死ぬかもしれない。

村人の人切な蛋白源を奪うことになる。自然との共

存を保ちながらのゆるやかな改良が必要であろう。

水でのL洗い、水での洗濯から始めるのが適当であ

ろう。村にはll水道も下水道もない｡川の水量が少な

いという大きな欠点がある｡井戸水､川水を含め村の

水の量を増やすことが衛生状態の改善には是非とも

必要である。川の水量を増やすのに植林は良い方法

であるが､長い年月を要する欠点がある｡早明の水道

整備が望まれる。

　余楽村の経済は決して恵まれているとは言えない。

村民の収入源は農産物のみである。りんごが栽培さ

れているが､果実は小さく糖分も乏しい｡従って商品

価値は低い｡栽培技術が向上し､良質のりんごが出来

れば収入は増えるであろう。又､新たな農作物を採用

することによっても経済効果は十分明待できる。

　栄楽村は約3000mの高所にあるため、高所で栽培

可能なものを探す必要がありそうだ。

　以L述べてきた通り、衛生教育、衛生状態の改善、

経済の活性化を並行して進めれば栄楽村は更に伴み

良い村になるかもしれない。

　病院視察と講演会

　８月16目、広東省白雲区人民病院を視察した。衛生

副司長の羅さん､総務部の劉さん､外務省の李さんに

S　AMDA journalj997.11

り、白雲区は発展途卜にあり、今後人民の健康増進と

高度医療導入に力を入れていきたい。「|本の進んだ

医学のご教示と技術協力をお願いしたいとの要望がｆ

ありました。

８月21日には完成したばかりの広東省白雲区赤十字

病院を視察。翁院長より全く同様の要望がありまし

た。病院は12階建てでベッド数400床１級甲等の病

院である。

k

　　　　　　　　　歓迎の踊り

　８月21日、白雲区人民病院の会議室で私と歯科の島津

　先生、角南先生、中塚先生の４名は白雲区の医療関係

　者を前に講演いたしました｡私は「世界一の長寿国日

　本」と題して約30分お話をしました。通訳は現地の

　大学生が動めてくれました。

稿を終わるにあたり、まず今回のプロジェクトを快

く受けて下さったAMDA菅波代表に感謝申しllげま

すぃんAMDA本部の職員の方々、ＡＭＤＡ広州の笹

山さん、大坪さん､職員の方々、中国に同行した団員

の方々皆さんに大変お肌話になりました、心よりお

礼と感謝中し上げます。



歯科医療活動・交流・視察

AMDA大学生ボランティア

岡山大学歯学部歯学科３年　安田　朝里

　　　AMDAの活動に対する漠然とした憧れから、ボラ

　　　ンティアと称して事務局に遊びにいくようになって

　　　いた私は､以前から機会があれば一一度､現場での活動

　　　の空気に触れてみたいと考えていた。

　　　　今年の４月に大学で専攻している歯学に関するプ

　　　ロジェクトが始まったと聞いて私は早速島津歯科を

　　　訪れた｡何か何でも、連れていってもらうのだ。本当
●　は歯学部生だなどと旨っても､知っているのは､講義

　　　で習った歯の解剖学の内容位だ。治療器具の名前も

　　　殆ど知らない。しかしそんなことは棚にﾄげて､荷物

　　　運び､雑用、出来ることは何でもやります、と並べ立

　　　てる私に呆れ顔であったが､結局島津先生は､寛大に

　　　も同行を許可して下さったのである。

　〈日程〉

８月15目（金）

８月16目（土）

関西や港（15 : 10）一広州着　広州泊

中山記念堂、　白雲区人民病院視察

広州（16 : 10）一昆明　　　　昆明泊

　　８月17日（目）昆明（8:10）一閲汀　　麗汪栄楽小

　　　　　　　　　学校にて診療開始　　　　　麗汪泊

●８月18目（月）栄楽小学校落成式参加

　　　　　　　　　診療活動　　　　　　　　　麗汪泊

　　８月19日（火）　　･･　　　　　　　　　　　麗汪泊

　　８月20目（水）麗汪一昆明一広升レ　　　　　広州泊

　　８月21目（木）白雲区での活動報告講演会

日中大学生交流会（広州華南師範大

　　　　　　　学生と）

８月22日（金）帰国

広州泊

　〈メンバー〉

　今回は、余楽小学校落成式の時期と合った事もあ

り、岡山後楽ライオンズクラブ､AMDA､アジア学院

広州から参加の方とも御一緒する事が出来た。下記

の歯科医療チームのメンバーを合わせて、総勢26人

となる。

(1997年８月15日～８月22日)

島津　　渡（中国歯科プロジェクト代表　医療法人

　　　　　　愛出会　島津歯科　山科医師）

角南　次郎（岡山大学第一口腔外科講師　歯科医師）

中塚　順子（島津歯科勤務　歯科医師）

石川　浩ぺ（高校生　文部省交渉政策研究会準備委

　　　　　　員会　私’な倉敷高等学校）

立石　弥生（高校生　岡山県立興陽高等学校

　　　　　　手話サークル）

安田　朝服（岡山大学出学部歯学科３回生）

〔広州参加〕

張　　友梅（中国広州白雲区人民病院口腔科　歯科医帥）

欧　陽英（　･･　　　　　　　　内科　看護婦）

　この8日間は、目的であった歯科医療活動はもちろ

ん､他にも沢山の興味深い経験をする事が出来た｡特

に印象に残ったのが、次の４つである。

A.歯科医療活動体験

B.余楽小学校落威武を中心とした村の人々との交流

C.日中大学生交流会、

D.白雲区人民病院視察

　以卜の4つの事について、その内容と私なりの感想

を述べてみたいと思う。

A.歯科医療活動体験

　8/17（1日目）15:00診療が始まる。場所は新し

く出来た栄楽小学校の教室である。まず私たちをHﾐ

倒しだのは､ハエであった｡数＋匹はあっと言う間に

捕まえられそうな空間だ。ここがこれから二日間､診

療をする所なのだ。うーん、すごい、と妙に感心しな

がら殺虫剤を噴きまくり、反対に白分かむせかえっ

てしまうような教室の中で､準備は整った。と言って

も実はこの目、肴いてから､教室に電気が通ってない

という事実を知ったのだ｡歯を削る今は出来ない｡そ

して、歯科検診が始まったのである。

　私は検診をする島津先生の横で､削節部位を、予め

書き入れてもらった名簿の欄に書き込む作業をする

　　　　　　　　　　　　　　AMDA Journaljり97.1j　9
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事になった。もっと手際よくできんのかーっという

言葉が顔に書いてある島津先生の横で、それでも必

死で作業を続ける。

　8/18（2日目）午前中、私を悩ませた叶き気に

の辺りは標高2300m。高山病ではないかということ

であった｡）も、落成沢を楽しむ間に治まり、我なが

ら単純な身体だ、と思いながら､小学校の落成沢の後

15：00から診療は始まった。この日は抜歯中心の治

療活動である。私の仕事は角南先生が抜歯をされる

患者さんの頭を支え、|」の中を懐中電灯で照らすこ

とであった。同時に、受付管理（抜歯部位の記録も含

めて）である。余談であるが、払は生まれてこのか

た、歯が抜ける瞬間というものを見たことが無かっ

た。つまり初めて見た抜山は中国人のものであった

のだ。白衣を酋て、懐中電灯で口の中を照らしなが

ら、目をまんまるくしている払に､彼らは気付いただ

ろうか………

　それにしても、口腔内の様ｆは､聞いて想像してい

た以卜のものであった。雨冠部が殆ど残っていない

由加ずらーっと並んでいたり、膿んでいたり、歯並び

が大きくくずれているのは、珍しいことではなかっ

た。出石がびっしり着いていてまるで鍾乳石のよう

に見えるものもあり、史に子供たちも多くの歯が（永

久山も）虫歯になっているようであった。

　8/19（3日目）この目の診療は、10 : 30 ～15：20

と、体みなく続くことになる。教室の中では、白雲区

人民病院の張友梅先生が歯を削って詰め、他の先生

は主に教室の外で抜歯である。昨副司様角南先生の

お手伝いをさせて旧いた私は、それでも最初よりは

慣れてきた。

　それにしても大勢集まるものである。農繁期だか

10　AMDA Journtllj997.H

･･抜歯の治療風景

ら忙しいであろうに､大人同様､働き手とな

るf供を含めてとにかく治療している周り

は一杯なのだ｡ｲく安そうに、しかしニヤニヤ

と知り合いの抜歯を見物しながら自分の番

を侍つ人でごった返し、賑やかであった。

　歯の治療というのは､正直言って､誰でも

嫌なものである。直を目の周りに付けて、

アーンとする様子は見ていてﾄ分怖いし、実際痛み

も伴う。角南先生が、こっちの人は強いねえ、日本で

は人人でも気分が悪くなったり、泣いたりする子がｆ

結構いるよ、と感心しておられたが､本当にこの三日

間でだだをこねたのは、10歳くらいの少年一人で

あった｡おそらく我慢強い民族性と、これまで島津先

生がされてきたﾆ回の活動への信頼の、両方から来

るものであろう。

　はいここに座ってね､あーんしてー､薬だからこれ

を今飲んでね、という意味の事を日本語とジェス

チャーで伝え続ける中、面白いサインに気が付いた。

治療が終わると､彼らの中で何人もが､拳骨を握り親

指を立てて上に向け、もういいの？という顔をする

のだ。日本でも友達同志でする、OK?というやつで

ある｡形も意味も同じで､妙にフレンドリーなこのサ

インが通じることに気を良くした私か､その接､もう

いいですよーっ、と日本語で言いながら指を突きll

げると、彼らはニツと笑って帰っていくのであった。

確かに言葉は通じない。ひどい時には、「納西語（雲

南省に一番多い少数民族の言葉）一中国語一日本語」と

言う風に二人の通訳を介したこともあった。伝旨

ゲームのようで直接訴えを聞くことが出来ないもど

かしさを感じる場面も多くあったが、このサインが

通じる瞬間は、通い合ったな、と自信を接って思え、

それでも慰めになったものである。

B.余楽小学校落成式を中心とした村の人々との交流

　17目の午前中､麗汁空港について直ぐに私たちは、

歓迎の為にわざわざ来てくれた10人位の村の人とバ

スでホテルのある闇汁のIlf街地へ向かった。全員が

乗ると一杯になってしまうそのバスの中で、膝に

『



　　　乗っけた10歳の女の子の和桂帽と、隣に座った彼女

　　　の友達の李補以とのお喋りが、初めての交流となっ

　　　た｡はにかみ屋さんの彼女らであったが､それでも予

　　　帳に自分の名前を書き､読み方を教えてくれた｡私の

　　　安田朝服（asato）という名は､ｱﾝﾃｨｴﾝﾁｬｵﾘｲと発音

　　　するのだということを教えてくれたのも彼女たちで

　　　ある。

　　　　ホテルからバスで3､40分、更に村でよく見かける

　　　軽トラ（と言っても、非常に素朴な作りで､座るとお

●　尻が痛いのだが、重い荷物とすずなりの私たちを運

　　　んでくれる、頼もしいものであった｡）でゴトゴト

　　　走ったところに小学校はある。着いた途端に駆け

　　　寄ってくるのは､浅黒い顔に､黒い目をくりくりさせ

　　　た､腕白坊主たちだ｡診療を前にちょっと緊張気味で

　　　あった私だが、一気にワクワクしてきた。

　　　　ニ目目は落成式典の楽しい準備から始まる。昼に

　　　なって始まった式典の挨拶や記念品贈呈も無事終わ

　　　り、第二部､本格的に交流が始まった｡横一列に予を

　　　繋ぎ、独特の節回しに合わせて于でリズムを取りな

　　　がらステップを踏む､納西族の踊に私たちも参加し、

　　　見よう見まねでやってみた。結局ステップが目茶苫

　　　茶のままであったが、民族衣装を着たおばあちゃん

　　　と一緒に鼻唄で節を回して､けたけた笑い､結構その●　

気になっていた｡又､民族衣装も彼女たちが好意で着

せてくれた。夏でも涼しいこの高地に住む人々の知

恵であろう、小豆色の上着と紺色の前掛けを着た後

で、分厚い毛皮で出来た蓑のようなものを背負い込

むのである。真っ白なたすきをきっちりと締めたそ

のスタイルから、この民族が働き者であることが窺

い知れる。おそらく祭など､特別な行事の時に着るも

のと思われる、普段の衣装よりもずっと上等なその

衣装を着付けてくれる時の、少し得意そうな彼女た

ちの顔は、日本での私の成人式で見た祖母のそれと

同じであった。

広州から一一緒になった四国学院の二人を中心として、

長い時間をかけて出来七がった讃岐うどんと、お餅

が､ちょっと遅めの昼御飯となった。うどんに入れる

生姜を切ったり（広州の欧陽英先生と筆談で話した、

切り方についての口中の違いは、興味深かった｡）芯

葱を井戸水で洗ったりと、準備も賑やかで楽しいも

のであった。

　しかし、衛生状態については、考えさせられた｡ Ａ．

でも少し触れたが､まずハエである。出来上がったも

のは勿論､料理器具､材料､果ては調理する大自身に

まで、大群でたかるのだ。お餅や鳥肉に、文字通り黒

だかりのハエたちは、悔しい程に嬉しそうである。

叉､井戸水もうっすら濁っていて、タダモノではなさ

そうだ。飲料水としてミネラルウォーターを持参し

ていた私たちも､調理には井戸水を使用し､完全に沸

騰したのか怪しいうどんのスープを飲んだのである。

麗汪最後の晩、高熱を出して点滴を打つほどに激し

く身体を壊した島津先生を始め、多かれ少なかれ､私

たちを悩ませた下痢の原因は、ここら辺りにあるの

だろう。

C.日中大学生交流会

　中国に入ってしばらくした頃､ＡＭＤＡ広州の代表、

笹山さんに、「おい、最後の日に中国の大学生と会議

をするからな、何か考えておけよ｡」と言われる。突

然のことに驚きながらも、内心その日を心待ちにし

ていた。これは､広州での移動の時に通訳を担当して

くれた欧さんと、彼の在籍する広州華南師範大学の

外語系の学部の同級生達、それに日本側は広島大学、

四国学院の大学生を中心に同11t代の方が集まり、全

部でﾄ数大が夕食を食べながら話をするという企画

である。

　全ての日程を終え､明日はもう帰国するだけ、とい

う21日の18:00、交流会は始まった。紙をtこ手に使

い「97中日大学生交流会」主題21附記に向けて中日

関係の中で若者の責任」と、日本語で看板まで準備し

てきてくれた彼らの歓迎はとても嬉しかったし、同

時に少し圧倒された。彼らは、同じ中国でも、それま

で何日か私たちが滞在した麗汪とは違い、広州とい

う都会に住む､選び抜かれて入学した大学生である。

よく指摘される事なので覚悟はしていたが、予想通

り、自分たちがこれからの社会を背負っていくのだ
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という自負のもとに､物事を把握し､考えていこうと

している人間の確かさを感じる。日本でこんな雰囲

気を持つ大学生は、そうはいない。考えさせられた。

　交流会は、主に英語と漢字による筆談で行われた。

私は両隣に座った海燕ちゃんと欧陽くん（二人とも

私と同い年で、専攻は英語という）と、分かる限り、

表現できる限り精一杯､お話をした｡様々な文化の違

いに始まり、果ては恋愛についてまで……｡作ってき

てくれた看板に書かれた主題を見て、すこし及び腰

だった私であるが､結局（語学力不足のため、難しい

話にならなかったのか？Ｏとりとめのない話を楽

しんだ。又、彼らの中の何人かは、ポケベルを持ち、

広州にはプリクラもあるという事が分かって、盛り

上がったりもした。

　交流を通して感じたのは、自分の語学力の低さで

あった。英語は、中学校から学び始め、大学での英語

の単位を取り終えてからも、忘れない程度に触れる

ようにしてきたつもりだった私だったが、片言でも

なんとか通じる･対一の会話はともかく、突然自己

紹介となった時､英語で表現する自信がなくて､結局

欧さんに日本語から中国語に訳してもらった。中国

側の大学生と、日本の半分以上の人が、きちんと英語

で自己紹介をしたのを聞きながら、情けなく思った

ことが忘れられない｡そういえば､敬語が苦手なんで

すとｄいながらも、かなりの日本語を巧みに使いこ

なす欧さんは､大学で専攻したこの三年間で､日本語

を学んだだけという。改めて自分の甘さを思うこと

となった。

　とはいえ、この交流会は､想像以Lに楽しく、私の

中で価値あるものになった｡最後に海燕ちゃんに､い

つか日本に遊びに来てね、と言ったところ､彼女が返

した答えはこうであった。「行ってみたいんだけど、

日本は物価が高いの。物凄くお金を貯めなくては行

けないわ∩気軽に誘った私だったが、一瞬何と答え

るべきか違ってしまった。様々な壁がそこに存在す

る。しかし、それから広州を出発するまでの間､街の

持つ言い表せないが何か大きな力と、そこに住む

人々の目の勢いを、ボーッと眺めていて､物価が変わ

り、彼女がそんなに苫労せずに日本へ旅行が肝来る
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ようになるのは、そう遠くない日の事かもしれない

と、漠然とだが感じたりもした。

D.白雲区人民病院視察

　広州に着いた翌日16日、市内の大きな総合病院、

白雲区人民病院を視察する機会に恵まれた。この病

院の看板である､整形外科と婦人科､そして私たちの

ために歯科と二つの科を一時間程度かけて見学させ

て頂いた。

　説明によると中国では、歯科は日本のように発展

してはいないものの､虫歯､入れ歯等、ドクター6人、

ユニット5台で､基本的な治療を行っているというこ

とだった｡手術は機械と技術の都合で､今は出来ない

そうだ。また、最近食事の質の変化により、子供の虫

歯が増加しているとの説明もあった。大学でもまだ

臨床について勉強していなかった私は、治療機器を

見ても細かい所まで観察する目が無くて残念だった

が、それでも印象に残ったのは、まず､機械が古いこ

と（帰国後､写真を見た祖母が､懐かしがっていた）、

例えば目を濯いだ後､吐き出すところは､赤いプラス

チックのバケツであったりするのである。そもそも

病院自体､清潔感に欠け、日本であれば大抵白である

壁と床は、ここでは緑色のタイルが張ってある。又、

夏だというのに空調が効いておらず、窓を開けて扇

風機が回っている。 ICUと書かれた部屋は確かに存

在するが、その目的を十分に発揮しているかは怪し

いように思えた。大きな総合病院でこのような様子

である。小さな診療所、周りの村ではどうなのだろ

うぃ日本は比較的恵まれているな、と改めて感じた。

21日の午後から、麗汪から戻った医師団による報告

を兼ねた講演会がここで行われた。内科の清水先生

の「世界一の長寿国日本」と題しか講演を皮切り

に、島津先生、角南先生、中塚先生、そして、ここ白

雲区人民病院の張先生のお話を開くことが出来た。

通訳しやすいように、簡単な言葉で説明して下さっ

たので、私にも聞きやすく非常に参考になるもので

あった。

　ここ10年ほどの間に、甘いお菓子は麗汪のような

のどかな農村地帯でも、珍しいものではなくなって

Ｆ
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創ってきたポスターを教室にト

貼って「歯磨きしようね！」

きたという。確かに街には駄菓子屋がいくつか

あったし、袋に入ったお菓子をほおばって嬉し

そうにする子供の姿を何度か目にした。余楽小

学校の落成沢の時も、リヤカーで売りに来た人

からアイスキャンディーを買うことは、ある程

度のお小遣いさえ持っていれば、可能な様子でニ

あった｡口腔衛生への意識が薄い中で､甘味料だけが

流入している今、活動を行った地城の人々の口の中

の状況は、当然な成り行きと占えるだろう。

　今回、それでも何かひとつ、歯科を学ぶ学生とし

●　て、それらしいことがしたいと思い、歯磨きしよう

　　　ね！というポスターを描いて行った。市の図書館か

　　　ら､一般向けの指導者から絵本まで､およそ歯に関係

　　　すると思われる物をどっさり借り込んで、かたっぱ

　　　しから読み、言葉がなくても理解できるかどうかに

　　　重点を置いて､絵とそのレイアウトと決めた｡甘いお

　　　菓子を食べて歯を磨かなかった時と、磨いた時の口

　　　の中の様子の違いについて、バイキン君を登場させ

　　　ながら説明する､私が子供の頃､小学校の保健の先生

　　　に習ったあれである｡それに､歯を磨く習慣がない子

　　　供たちに、歯ブラシの動かし方を説明したものを加

　　　えて､全部で模造紙二枚に描いた｡広州での通訳の欧

　　　さんが説明文を訳してくれたお陰で、意味は伝わる

　　　ものが出来た筈である。
●　　

では､それが果たして役に立っただろうか｡そのポ

　　　スターは診療の間、近くの窓ガラスに良く見えるよ

　　　うに貼り、Ｔ供たちはキヤッキヤツと言いながら眺

　　　めたり、声に出して読んだりしていた。しかし、なに

　　　しろ忙しく、最後までそれは､説明もしないまま貼り

　　　続けただけに終わってしまった｡その後､落威武の記

　　　念品贈呈のときに、AMDAからの歯ブラシ300本と

　　　共に､小学校に渡されたのであるが､私たちが帰った

　　　後､どうなったかは分からない｡保健室に貼って皆で

　　　見ているなんて、おそらく甘い考えだろう。むしろ、

　　　持ち帰って､次の機会に活用すべきだったねえ、とい

　　　う帰国後の島津先生の言葉は、正解だと思う。

　　　　このような状況の中で､本当の意味で､彼らの口腔

　　　衛生の状態の向上を図るには、今準備が進められて

　　　るという麗汪の衛生学校に期待するしかないだろう。

まず､お風呂に入る習慣さえない地域である｡歯磨き

は大切だよ、と予防の知識を少しばかり伝えたとし

ても大した効果は期待できない｡なんといっても､現

地で継続的に衛生面の指導が出来る、しかもまと

まった人数の衛生上さんが育って、ケアをしてくれ

るような体制が出来なければ、折角のこのような活

動の意味も、随分薄れてしまう。そこからが、出発で

あるだろうと感じた。

　今回の参加は､私にとって､予想以上に有益なもの

であった｡様々な体験を通して､学んだことは書き尽

くせないほどある。歯学を学んでいる途中の立場で、

このように現場の医療活動の空気に触れるという経

験は、周りの方にはご迷惑をお懸けすることになっ

て恐縮であるが､自分自身には宝である｡退屈だなん

て占っている暇はない、一杯学ぶべき事があるのだ、

と自分の役立だなさを感じる度に思った。これから

の大学生活を送るLでのとても良い刺激になったこ

とは間違いない。

　貴重な経験もさることながら、一番嬉しかったの

が、個性の強い沢山の楽しい方と知り合う事が出来

たことだ｡迷惑のかけ通しだったにもかかわらず､温

かく見守って下さった島津先生、角南先生、中塚先

生､私よりもずっとしっかりしていて､支えてくれた

弥生ちゃんと浩二君には､心から感謝しています｡ま

た、ともすれば、映像で流れてくるようなAMDAの

活動の華やかな場面だけを見て、単純に憧れてしま

いがちであった私に、その陰となってしまいそうな

ーしかし実はそれ無しでは全く成り立たない一裏方

の活動の厳しさを垣間見せてくれた、ＡＭＤＡ広州ス

タッフの皆さん、御一緒して頂いたメンバーの方々、

そして、励まして下さったAMDA本部の皆様、本当

に有り難うございました。
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JICAザンビア国ルサカ市プライマリー・ヘルス・ケア（ＰＨＣ）

　　　　　　　　　　　プロジェクト短期専門家報告

　　　　　　　　　　　　　　（派遣期間:1997.8.4-25）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
　　　　　　　　　　　　　　岡山大学医学部公衆衛生学
　　　　　　　　　　　　　　AMDA　日本支部　副代表
　　　　　　　　　　　　　　　　　山本　秀樹

１．はじめに

　1995年にザンビア国ルサカ巾の低所得者の居住区

（コンパウンド）におけるプライマリーヘルスケア向

上のためにＯＤＡであるJICA（国際協力事業団）と

NGOであるAMDAが連携して「貧困と健康」をター

ゲットにした事業を実施しようということから、

1995年４月から１年間ＡＭＤＡの吉田修医師が単発専

門家としてザンビアに派遣された。占田医師のザン

ビア在任中にルサカ巾プライマリーヘルスケアプロ

ジェクト案が形成され、ザンビア国から正式に要請

が行われ1996年2月にはお前調査団が菅波ＡＭＤＡ代

表を団長として派遣された。その後､長期調査､ＮＧＯ

連携支援調査団の調査を基に最終的に1997年２月に

RD（Record of Discussion）を締結するにいたり、

1997年4川から5年間の予定で実際のプロジェクトが

始まった。現在、JICAからは斎藤チーフアドバイ

ザーとＡＭＤＡのルワンダ難民プロジェクト等で活躍

が知られており、また元ザンビア青年海外協力隊OB

でもある及川調整員が長期派道中である｡現在､パイ

ロットコンパウンドの選定等の基礎調査を上な活動

としている。小生も、1996年の事前調査団の団員と

して加わった経緯もあり、今回、医療専門家（公衆衛

生学）として小生が短期専門家として派遣されたの

で、そのｰ部を報告する。本報告はＡＭＤＡ機関誌用

にまとめたもので、JICAの派遣専門家としての正式

な見解を示したものではなく、山本個人の見解であ

ることをことわっておく。
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２．日程

８月４目（月）

　関西国際空港発、ロンドン乗換、機内泊

５目（火）ルサカ着　　　　　　　　　　　　　　　　に

　　Goergeコンパウンド訪問

　　UTH（ザンビア大学医学部教育病院）における

　　ＰＨＣプロジェクトオフィスにて朝日新聞

　　岡田論説委員の取材を受ける

６目（水）

　　ルサカ市す催不法居　住区セミナー出席

７日（木）

　　ルサカ市DHMT

　　（DistrictHealth　Management Team）訪問

　　JICA､Zambia事務所訪問

　　ザンビア大学医学部地域医療学講座訪問

８目（金）Kanyama､Chawamaコンパウンド訪問　　1ぐヽ

　　CHCH（Chainama HillsCollege Hospital）におけ

　　るSCDP（Sustainable Community Development

　　Program､NGO）訪問

９目（土）Goergeコンパウンド視察

　　Goergeクリニック、給水施設視察および住民と

　　の対話を行う

10日（日）休日

　　Goerge質問票作成準備

11日（月）

　　CHCH Executive DirectorのDr.Mkombe訪問

　　ザンビア国内の開業医・　一般医の会合出席

12日（火）GoergeコンパウンドのRDC

　　（ResidentDevelopment Committee）と会合

　　Chipata clinicアウトリーチサービス視察

㎜



●

●

コンパウンドで住民代表と打ち合わせる山本と斉藤リーダー

％
　
％

ｊ

13目（水）午前中はルサカ心内中心部で暴動が起こ

　　り治安の悪化が懸念されたので、ホテル待機

　　baselinesurvey委員会出席（小児科病棟会議室）

14目（木）Chawamaコンパウンド訪問、質問表配布

　　Central Board of Health（CBOH）訪問

　　午後盲者滞在

15目（金）

　　Kanyamaコンパウンド

　　RDC訪問、質問表配布

　　Goergeコンパウンドにおいてごみ収集プログラ

　　ムの評価会実施

　　同コンパウンド内の警察派出所、住民によるク

　　リニック建設P定地訪問

　　コンパウンド内の開業医（Teddy clinic）訪問

　　安藤ＪＩＣＡザンビア事務所所昌と協議

16目（上）JICA医療協力部第２課本付担当と協議

17日（日）安藤所員宅にてPHC、感染症プロジェク

　　ト専門家・調整員・担当者らと昼食会

18目（月）ＤＨＭＴ定例会議

　　ルサカ市助役Mr.R.G.Zimbaと会談

　　ＤＨＭＴにおけるPHC Projed Omce 開所式

19日（火）日本大使館表敬訪問および報告

20目（水）Zambia大学地城医療学訪問

21目（木）baseline survey committee

22目（金）Matero referenceclinic視察

ﾆj

23目（上）アイキャンプ視察

24目（目）ロンドン乗組

25［ﾆ1（月）関西国際空港着

３．派遣の目的

ルサカ発機内泊

・本プロジェクトの事前調査の実施準備

・プロジェクトサイトの決定に関する公衆衛生学

　専門家としての助言

・供与機材の検討

４．報告

　1996年２月以来１年牛ぶりのザンビア訪問であっ

たが、この短期間で保健改革が急速に進行していた。

財界銀行をはじめとしたドナーの勧告に基づき保健

吉の簡素化､政府県病院の職員の身分の移管､など急

ピッチで行政改値が進行中で、制度を理解するのが

柏いっぱいの而もあるほどである。また、３週間の滞

在中に、パイロットコンパウンド（低所得者の住宅）

候補地を現察した｡本プロジェクトでは､保健医療向

ﾄのための［相な扶助］に基づく「住民参加」の促進

がキーワードで､目本の町内会･愛育委員会などをそ

のモデルにするp定である｡小生の滞在中に､候補コ

ンパウンドにおいて住民ボランティアや地域でのご
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み掃除活動の評価の調査を実施したが(現在集計

中)、地域のリーダー達は当初の‾p想よりも住民活動

に時間を割いていることがわかった。(詳細はJICA報

告書等で行う予定)

５．提言

　本プロジェクトの中で､ＡＭＤＡとの関連が深い面

をあげておく

（１）コンパウンドに

　　おけるコミュニ

　　ティーハウスの

　　設立

　コンパウンドに、

住民相仔交流を促進

するための機能も備

えた、健康増進施設

を提唱したい。可能

ならば、保健教育や

保健ボランティアの

育成を行うミニラジ

オ局をコンパウンド

内に作ることを提唱

したい。

（３）民間医療との連携（伝統医も含む）

　ザンビアでは長い問、医師が開業することが禁じ

られてきたため、目本のような地域医療をささえて

いた「かかりつけ医」が育ってきていない。公的保険

制度で民間医療機関の医療費がカバーされないため

料金が高いという問題があるが、民間医療機関との

連携も本プロジェクトでは必要と考えられる。

（４）ＮＧＯとの連携（保健医療以外、ザンビア国内

　　のＮＧＯ）

Georgeコンバウンドでのヘルスボランティアヘのセミナー

（２）教育機関との連携一ザンビア大学医学部地域医

　　療学､ザンビア大学チャイナマカレッジ（健康科

　　学学部）

　現在、行政機関であるＤＨＭＴがメインのカウン

ターパートであるが、継続性のある人材育成を行う

ために、これらの教育機関と目本の教育機関が協力

する態勢を作っていくことが必要と考えられる。ま

た、ザンビアのヘルスリフォームは保健医療の制度

の研究としても面白いものであり、日本とザンビア

の共同研究も期待できる。
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　現在のJICAの

スキームでは、保

健医療プロジェク

トの中で、生計向

上、職業教育、教

育事業を直接実施

することは難し

い。ＡＭＤＡのネッ

トワークを利用し

てこれらの社会開

発部門を提携して　ｒ｀

いけるような内外

のＮＧＯと協力で

きることが望まし

い

（５）日本国内での支援体制

　本プロジェクトは、これまでの各省からの推薦に

よる専門家の人選と研修員の受け入れという形式を

とってきたが、JOCV（肖年海外協力隊）のOB/OG

の活用など、これまでの枠にとらわれない支援体制

をAMDA内部で作って、国民参加型ＯＤＡにふさわし

い内容にしていくことが必要と考えられる。また、

AMDAとJICAの共同のスタディーツアー等の企画も

実施できたら良いと考える。

■



住民らが建設を予定　ド

しているクリニック

予定地

６．今後の方針

　プロジェクトは２年めの来年度か

ら、パイロットコンパウンドを選定の

上、本格的に介入事業を実施し医療専

門家が派遣される予定である｡JICAの

　　田内委員会（現時点でAMDA、新潟大学医学部、新●

潟県を含む）の決定に基づいて、AMDA推薦の専門

　　家が派遣される見込みである。

●

７．最後に

　小生の派遣にご尽力いただいたJICA医療協力部福

原部長､医療協力２課の青木課長代理、木付担当、ザ

ンビア事務所汪畑所長、安藤担当、PHCプロジェク

ト斉藤チームリーダー、及川調整員の各氏にお礼中

し上げます｡多忙な時期に､岡山犬学からの出張を快

諾いただいた講座｡七任武田教授他の留守をあずかっ

てくれたスタッフに感謝したい。

＜参考資料＞

・国際開発ジャーナル、ザンビアでの医療協力事前

　調査団を派遣、1996年、３月号i52

・国際開発ジャーナル、JICA在外事務所長シンポジ

　ウムー貧困救済型援助とはどのようなものか、1996

　年６月号、60-65

・山本秀樹、ザンビアプライマリーヘルスケアプ

　ロジェクト調査団報告、国際医療協力1996年4月

　号、8-13

・菅波茂、今なぜNGOか.0DAとNGO、国際医療協

　力1996年４月号、6-7

・菅波茂、今なぜNGOか一貧困と健康、国際医療協

　力1996年８月号、6-7

・国際協力事業団編ザンビア共和国ルサカ市プライ

　マリーヘルスケアプロジェクト事前調査団報告書、

　1996年

･AMDA編､ザンビア共和国ルサカ市プライマリー

　ヘルスケアプロジェクlヽ調査計画概要、1997

ブ几

コンパウンドでの炭焼き
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ProjectReport

食糧供給の改善が課題

１．

医師　塚本　勝之

はじめに

　1993年にAMDAが、アフリカの角の部分にある国

ジブチにソマリア、エチオピア難民救援プロジェク

トを開始して約4年の歳月が流れ､現在ジブチ国内又

周辺の国々にも難民の生活を脅かすような情勢不安

は認められていない｡各キャンプも生活面･衛生面と

も非常に安定しており、援助システムに関しても大

きな問題は今のところない｡それにもかかわらず､現

在のところはっきりとした難民帰還の予定は々lって

いない。

　今回ジブ刊月内ソマリア、エチオピア難民救援プ

ロジェクトにおいて、
前任の医師と後任の医　　

………｡,･jl･.j.
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まったため、急速1997

年７月ﾄﾞ句より８月下

句までの約１ヵ月間ジ

ブチ国内アリサビエに

滞在し、キャンプ内で

の医療活動を行った。

短期間の滞在ではある

が、以ドに現在のキャ

ンプ内の状況、現在の

問題点、今後への要望

を述べたいと思う。

lmplementing Partner として、ＮＧＯとしてＡＭＤＡが

医療全般を指揮し、ジブチサイドはONARS（難民局）

が主にインフラ整備を管理している。 ＡＭＤＡの主な

活動としては、キャンプ内診療所での診察､母子保健

クリニック、補液センター、栄養補助センターの運営

である。以上を運営するスタッフはDirector 1名、

MedicaI Coordinator 1 名、Medical Doctor 1 名、Male

Nurse 2名（1名はPharmasist）で構成されており、通

常週６目２チームに分かれ３つのキャンプ内を訪問業

務を行っている。

　１）キャンプ内診療所での診察

　　　　　　　　　　　　　　　各キャンプの診療

　　所には1日平均して約

‘　65人の患者が診察に

フィーディングセンターの子どもたちと一緒に

２．キャンプ内での活動

　現在ジブチ国内には３ヵ所の難民キャンプがあり、

ソマリア人、エチオピア人を含め約２万人の難民が

1993年より引き継ぎキャンプ内で生活している。

キャンプ別の人目としては、ホルホルが最大であり

約8000人、アリアデが約6000人強、アッサモが約

5000人となっており、アリアデは約2000人のエチオ

ピア難民を含んでいる。これら難民に対しUNHCR

(United Nations High Commissioner for Refugees)の

18　jm)/L心～//997.//

r｀

訪れる。現在、又ここ

数年キャンプ内では

明らかな流行性疾患

は認めておらず､外見

上は非常に安定して

いる状態である。しば

しば数名の赤痢患者　ｒ｀

は認められるが､大流

行まで至っていない。

相変わらず下痢によ

る脱水症状を訴える

患者は多いが、ほとんどがORS（Oral rehydration

salt）の経口授いﾆより回復している。外来患者の半

数以上は呼吸器系の感染症であり、これらは診療所

レペルでの抗生物質投与によりfollow up されている。

又これら呼吸器疾患の中には肺結核がしばしば含ま

れており、血性喀痰などが主訴の患者は精査のため

アリサビエホスピタルに送っている。世界的に肺結

核患者が増加しているため今後の患者の増加が懸念

される。又､呼吸器疾患とならび今後問題となってく

ると思われる疾患が鉄分不足による貧血脚気などの

ビタミン欠乏症である｡現在のところ、これらの疾患

㎜



カウンターパート　ト

による母乳指導

に対して鉄剤やビタミン剤の投いﾆよりそ

の場を凌いでいるが、根本的には長期に渡

る食料配給生活による栄養の偏り（特に微

量元素）がこの結果をもたらしたのだと考

えられる｡患者数が非常に多いため､又小児での欠乏

は今後の成長に支障が出てくるため、常に中央薬品

　　　庫より各診療所に供給し続けている。そのため中央
‘●　薬品庫では常に鉄剤ビタミン剤が不足しており、根

本的な治療つまり食料配給の改善をUNHCR、WFP

に要求していかなければならないと考える。

　2）母子健康クリニック

　現在母子健康クリニックでは､常時Health Worker

（女性）が妊婦検診を、又他のHealth Worker が乳児

検診や予防接種を行っている。又定期的にＡＭＤＡの

スタッフがFamily Planning等のほ親への教育を行っ

ている。妊婦検診に関しては、AMDAジブチのもう

　つのプロジェクト、ダルハナン病院産婦人科プロ

ジェクトの女性医師が週一一一回キャンプを訪れ、妊婦

婦人科的疾患の診療を行っている。イスラムの女性

たちにとって女医の診察は非常に評価が高く１目

･　40～50名の患者が訪れる。いわゆる女性の割礼の習

慣のあるジブチでは、出産時に産道の癒着などの問

題がある例が多く、早期に対処するLで女性にとっ

て相談しやすい女医の存在は非常に重要なものと思

われる。

　3）補液センター　栄養補助センター

　診療所での診察の結果脱水と診断された小児、又

栄養不良と診断された小児はこの施設にてデイケア

を行っている。脱水はほとんどが下痢によるもので

あるが、ここでのORSによる補液によりほとんどの

患者が点滴補滴なしで回復している。栄養不良の小

児はmilk porridge等与えられているが、成人同様貧

血ビタミン欠乏が多く認められているため薬剤（鉄

剤ビタミン剤）による補給が合わせて行われている。

今後は食料配給の再考が必要である。

３．考察

　AMDAがジブチでの難民に対するプロジェクトを

開始してから4年が経過した｡当初コレラなどの感染

症が流行した時期もあったが、その後のインフラの

整備、又難民に対する衛生教育（予防医学）によりこ

こ数年は安定期にある。これまでのAMDAとONARS

が協同で施行してきたプロジェクトは評価出来るも

のと確信している。食料配給も栄養学的には偏りが

あると思われるが、充分量配給されていて中にはそ

れを売買し現金を得る難民も現れている。今後長期

の難民の健康管理を考えるとするならば、食料配給

の内宮の見直しが必要不可欠であると思われる。

　難民キャンプ内の生活環境が整備され、又食料配

給も問題なく行き渡る現在、帰還予定が立っていな

いのも重なり、難民全体がジブチ国、又ＯＮＡＲＳ、

ＡＭＤＡに依存し過ぎているように見受けられる。又

ジブチ入内にも難民から難民カードを買い配給を受

けている輩も存在するという。 ONARS､AMDAが援

助を続ける限り難民らはキャンプ内にとどまり続け

る可能性もある。

　エチオピア田内、ソマリア国内が安定しつつある

今、今後のAMDAからの援助体制を見直す時期に来

ているのではないか。ただしこれはUNHCR、

ONARS、ジブチ国との協議が必要である。

４．まとめ

　難民キャンプ内において、今後の健康管理をより

よいものにするためには、食料配給を見直す必要が

ある。

　難民キャンプ内が安定しているため、今後の援助

方針を見直す必要があると思われる。

/1ﾙﾀﾞjM./,J,。,�/997.jj　　l9
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求められる予防衛生教育

AMDA医師　桜井　陽子

　7月13目に前任者占岡先生が帰国され､ここのプロ

ジェクトを引き継いで１ヵ月、私白身ここでどんな

プロジェクトが行われているのか、これから何をし

たらいいのか、まだまだひたすら模索している段階

です｡今回は、自分の理解を深めるためにも、ここで

のプロジェクトを紹介したいと思います。

1）Mobile clinic

　Kwetnge,Ma Gyi Su, Ah Lae Ywar, Yewaiという４

つの村の診療所に，それぞれ週１回ずつ出向いて診

療しています。 Ａｈｙｙ　。。喝四。

Lae Ywarには私たち

の他にもビルマ人医

師が週２回来ている

ので、週３回は医師

が駐在しています

が、他の村では医師

が来るのは私たちが

行く週１「」だけで

す。しかし、ミッド

ワイフ、レディース

ヘルスビジター等の

コメディカルが存在

れることがたくさんあります。火傷をしても冷やす

ことすら知らず､本の汁等を塗っている大や､後頭部

に大きな床ずれを作った赤ちゃんを連れて来る大、

遠くが見えにくくなってきたという若い大（近眼と

いうものを知らない）等、いろいろです。ここでは、

ライ、結核、トラコーマ、マラリアなど日本ではもう

ほとんど見られなくなった恐ろしい疾患が山ほどあ、ｒ｀

り､治療ももちろんですが､それと同じくらい病気の

予防に繋がるような衛生教育も必要とされています。

給食センター活動

し､医師がいない時は､彼女たちが簡単な診察をした

り、マニュアルに沿って薬を処方したりしています。

　患者さんの訴えとしては、ﾄ気道感染によると思

われる咳や熱､全身倦怠感(若い女性の場合､貧血を

伴っていることが多い)、老人の膝関節痛、皮膚感染

症等が多いです。日本人の医者が来たというだけで、

過度の期待を抱いてやってくる患者さんも多く、生

まれつき歩けない、もう何年も前から眼が見えない、

耳が聞こえない、明らかな皮膚浸潤をともなった癌

を傷がある、などと訴えられると困ってしまいます。

　人々の病気や怪我に対する知識のなさにも驚かさ

20　/W£)八おru//997.//

2)Ah Lae Ywar

　　Feeding Center

　栄養失調と判断され

た６ヵ月以上５才以下

の子供たちに、週３回

昼食と夕食を提供して

(調理は村のボラン

ティアたちによって行

われています)。その

栄養状態を改善しよう

というプロジェクトで

す。食事の前に手を洗

わせるといった衛生教

育も合わせて行っています。現在フィーディングセ

ンターとして使われている建物は、屋根が半分ない

ような粗末なものなので、新しいものを建築する計

画も順調にすすんでいます。

３）浄水施設の設置と水についての教育活動

　この町の主な給水源は、町の中心にあるメティー

ラ湖なのですが、もちろんこの水は飲料には適しま

せん。しかし､町の人はこの水を飲んでいるのが実情

で、水が原因と思われる消火器疾患も毎年発生して

います｡そこで１９９６年３月、ナガョンパコダの一

疹7
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浄水施設設置活動　ド

角に浄水機を設置しました｡“昧がいい”“お

腹の訓子がいい”などとなかなか評判も良

く、今では夕方になると多くの人が自転中lや

車に２つも３つもポリタンクをつんで水を汲

みにやってきています。ただ遠くの村に住む

　　　人にまではなかなか水は供給できません。せっかく

1　家ではきれいな水を飲んでも､外に出て､汚い水しか

　　　なければそれを飲むしかありません。より多くの人

　　　に浄水が供給できるよう、２台目の浄本機設置を計

　　　画しています。

　　　　また､週１回､小学校で水に関する教育活動を行っ

j●

寺子屋再建活動

ています。まだまだ下痢の原因は汚い水にあるとい

うことを知らない人も多く、それどころか､教えても

信じてもらえないことすらあるので根気強く教育活

動を続けていく必要があります。

４）小学校建設事業

　ここには公立と、お寺によって運営されているも

のの２種類の小学校があるのですが、貧しい家の子

供たちはお金のかからないお寺の小学校へ通ってい

ます。校舎は粗末で机も椅子も満足にない状態で

あったので､校舎を新築し、机､校了･を提供すること

にしました。新しい校舎は今月中に完成する予定で

す｡これにより、新たに２５０人の子供たちが教育を

受けられるようになると見込んでいます。

５）マダヤ地区ライ病コロニーヘのソーラーパネル

　　による給水設備の設置

　現在このコロニーには、ポンプ付きと手動の井戸

がありますが､ここの人々にとっては金銭的､身体的

にかなり負担になっています。（ライの患者たちは身

体的に不自由であり、また偏見によって社会的に弱

者となっているためです）。これらの負担を軽減でき

るようソーラーパネルによる給水設備を設置します。

　ミャンマーでも、国として､全ての国民に健康をも

たらすべく様々な医療プロジェクトの計画が立てら

れていますが、私たち日本人の眼から見ると問題は

山積みで､何から手をつけたらいいのか､全く途方に

暮れてしまいます。ミャンマー人の気質なのか､看護

婦さんたちに　”何か困っている事はないですがと

聞いても　”何もありません”という答えが返って来

るのみです。　”そんなはずはない！”はずなので、

彼女たちが困っていることは何か探してみようと

思っている今日この頃です。

　　　　　　　　　　　　　zW/）zL心～//99Z.//　21
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　ＡＭＤＡの源流は昭和46年にタ

イ国のクワイ河上流のミャンマー

の少数民族です。モン族の開拓農

場に派遣された第一次岡山大学医

込がありました。太平洋戦争敗戦

後の復興に世界各国からの支援を

受けた事実があります。　しかし地

雲前までの日本はこの事実を忘れ、

学部クワイ河医学踏査隊です。以　　豊かな経済大国としての義務から

来25年間にわたって国際医療協力

に間わってきましたが、活動を通

して学んだことはたくさんありま

したぃ二二にその一端を紹介させ

ていただけることを感謝します。

　辰初にAMDAが一番犬切にして

いる「人道援助の三原則」から述

べます。人道援助をボランティア

活動と占い換えてもらっても結構

です。

i'‥:('1)'゜誰でも他人の役に立,ちた

……ヅt･l.気持ちがありますj:　，六'･=

刎2｡)，ご万=め･気持ちの前には=ご国白

丁∧,境レ民族,=宗教ﾐ文化等のｊ

Ｔ‥　壁はありません｡ヤ=ﾂ∧。。，

　(３)援助を受ける側にもプラレ

＝　　イドがありますよ

　まず「誰でも他人の役にかちた

い気持ちがあります∩ということ

について説明します。私たち日本

人にとって肖頃な体験は阪神大震

災におけるボランティア活動です。

「日本中が何かをしたいと思った」

二の気持ちのことです。同時に海

外からも多くの支援および支援申

世界各国へ援助活動を実施してい

ました。ところが日本の援助活動ｆ｀

を受けていた豊かでない国々から

も明確な人道援助の申し出があり

ました。メディアは世界からの支

援の動きを報道しました。

　朝日新聞はアフリカのウガンダ

の孤児の動きを伝えました。ウガ

ンダではエイズの感染率が30％も

あり若い人達の死亡率が高くエイ

ズ孤児がたくさんいます。日本人

の援助によって運営されている孤

児院の子供達がバナナを売った１

０円単位の売り上げを被災した日

本へ寄付したいという内容でした。

　毎日新聞はタイのスラムで活躍

しているスラムの天使：プラチー

プさんが貴重な義援金を持って神

戸を訪れて被災者を励ましたとい

う内宮でした。

　外務省の資料によれば世界百

数ケ国から支援の申込がありまし

た。経済危機のいわれている

キューバからの医療チームの派遣

中込。世界で唯一一日本と国交の無

い北朝鮮からの国際赤･ﾄ字社を通

しての義援金の寄付。等々。人道

（
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ザンビア・プライマリー●

ヘルスケアプロジェクト

援助は経済大国に課せられた義務

ではないという現実は屯要です。

放っとけない他人の状況が出現し

た時には間髪を入れず人道的な行

為を起すことの重要さです。それ

は意思を伝えるタイミングの問題

　　　であって援助の内容ではありませ1　

ん。フィリピンのラモス大統領の

１ヶ月分の給料の寄付中込は誰に

でもわかりやすい明確な人道援助

のシグナルでした。

　以Lのようにボランティアにつ

いて阪神大震災に学ぶことはたく

さんあります。ではこの教訓を今

後の目本のボランティア観および

活動にどのように生かしていくの

か。その視点について述べます。

　　,;（=1）帽り鎚意識に迦えて相互扶レ

‘●，jｹ……絢｡意幽a･b:鮫脊盆及∧,∧=ｭ

　　（２）ょ地域茸ミ写平,テ＼ｨ=各種団=，

　　＼づ∧体活前沢の参加ﾌ…………七万

　　ﾝj （ 3 ）NPO=法にもl=どづｕたjLJj｡,l

　　｡ケ　NP0,設交による積極的=よ　＝

　　バボランテ,心ア活動参加　１　ﾚ｡;,｡

　　≒C4胆学校にお=けるボラ,ンテｔ

　　‥゛ア教育;　こ一　　　　。｡……=

　　／（５）子ど=もの地城ボラン,テれ

　　二十ア活動椎進犬7　……i｡｡。……･……

　最初に人権意識に加えて相互扶

助意識の教育俯及について。人権

意識は人間の尊厳を教える教育が

必要ですが、相互扶助意識はお互

いがより幸せになる高次元の努力

目標の設定と日常生活での実践教

育が必要です。共同体意識をもた

せることができれば成功です。

　地域コミュニティ各種団体活動

への参加について。私たちの日常

生活は地域コミュニティ各種団体

（町内会、婦人会、子供会、老人ク

ラブ、等々）のボランティア活動

によって維持されている現実と参

加することによってその意義を認

識することが大切です。日常生活

の地域コミュニティにおける最小

単位は町内会であり生活空間は連

合町内会の範囲です。小学校区が

一種の地域共同体機能を果たして

いることを確認してその機能を大

切に維持運営していく努力の擦さ

を学ぶことが必要です。

　NPO法にもとづいたNPO設立

による積極的ボランティア活動参

加について。少ｆ高齢化社会によ

る歪をもった社会を維持するため

のボランティア活動、豊かな人生

をめざすボランティア活動、趣味

を社会に還元するボランティア活

動、等々。社会的に意義のあるボ

ランティア活動は法人化して積極

的に活動の輪を広げることを可能

にするのがNPO法案です。多彩な

ボランティア団体による多種多様

な社会的ニーズに応えるボラン

ティア活動に積極的に参加して自

己実現することがあたりまえの世

の中になってきます。

　学校におけるボランティア教育

について。社会が必要とするボラ

ンティア活動、自己実現のための

ボランティア活動、等々。偏差値

教育では得られない感激、感動、

感謝の世界をボランティア教育に

より収り入れるべきです。

　最後に子どもの地域ボランティ

ア活動推進について。相互扶助意

識で運営されている地域コミュニ

ティにおいて必要とされているボ

ランティア活動、その地域で自己

実現できるボランティア活動、人

間の尊厳を教えるボランティア活

動、偏差値教育では得られない感
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激、感動、感謝を共有できるボラ

ンティア活動などを実践できる機

会を子どもに用意するのは親の財

代の責任です。

　２番「1のテーマの「他人の役に

立ちたい気持ちの前にも国境、民

族、宗教、文化等の壁はない」に

ついて。「AMDA多国籍医師団」を

事例として説明します。

現在の国際社会の課題は

「多様性の共存」です。な

ぜなら緊急救援活動を要

する難民発生などは多様

性の共存が破綻したとき

です。多様性は時として

差別や紛争の原囚となり

ます。「多様性の共存」は

共通の目標に向かって共

に努力する時のみ可能で

す。

　具体的に述べます。「ＡＭＤＡ多

国籍医師団」は「人権思想」と「相

互扶助思想」を共に備えたコンセ

プトです、緊急救援事態発生時に

AMDA加四国の医師によって編成

され派遣されます。現在はソマリ

ア難民､|目ユーゴスラビア被災民、

モザンビーク難民、アンゴラ難民

そしてルワンダ難民などの救援医

療活動を展開しています。

　「ＡＭＤＡ多国籍医師団」参加メ

ンバーの背景には多言語、多京教

24　/1ﾙfZ)j血,。�j99Z /j

そして多文化があります。　しかし

多様性の賢質性より人道援助活動

に必要な医師としての職業的倫理

観がすべてに優先しており、参加

医師の背景にある医療状況や文化

が医療チームとしての能力と効果

を上げています。

　例えば、自然災害発生時の状況

　　　　広島県共催NGOカレッジ

及び難民キャンプ内で必要な医療

はAMDAの参加国で通常経験でき

ることだからです。バングラデ

シュではコレラなどの下痢性疾患

で多くの犠牲者がでているのでＷ

ＨＯ指定の国々lﾄﾞ痢センターがあ

るほどです。ネパールでは過疎地

区における保健医療対策として地

域住民に対する保健衛生教育は盛

んです。日本はこれらのプライマ

リケアーより高度医療が診及して

おり、彼等は高度医療については

日本から学ぶことがたくさんあり

ます。そして更に大切なことは

ＡＭＤＡはすべての宗教を含んでい

ることです。インドネシア、バン

グラデシュ及びパキスタンのイス

ラム教、インドやネパールのヒン

ズー教、タイやカンボジアの仏教、

韓国や台湾の儒教、フィリピンの　ｆ･ヽ

キリスト教そして目本の神道です。

　いわゆる世の中の社

会構造は家族構成と宗

教によって規定される

といわれています。例

えば、ミャンマー難民

であったロヒンギャー

やソマリア難民はイス

ラム教でありルワンダ

難民はキリスト教で

す。彼等の生活におけ

る宗数的要因は無視で

きません。しかし、多くのＮＧＯは

多宗教ではありません。特に欧米

のＮＧＯはキリスト教を背景にし

ているのでイスラム教社会ではそ

の活動に制限があります。 ＡＭＤＡ

は多宗教構成のため超宗教といえ

ます。したがってＡＭＤＡには宗教

的タブーはありません。

　結論としてごえることは「違い

は財産」です］ＡＭＤＡ多国籍医師

団］に参加した医師達は医療活動

を実施する過程において白分にな

い価値をお互いに認めあうことに

jSrヽ
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阪神大震災緊直後ト

長田区で活動する

AMDAスタッフ

　　　より「堕敬と信頼」を持つように

　　　なります。そして「他人の役にｙ

　　　ちたい気持ちの前に国境、民族、

　　　宗教、文化等の壁はないＵという

　　　事実を理解すると共に、逆に「達

　　　いは財産」という価値刊断を共有

･　するようになります。

　　　　３番目のテーマの「援助を受け

　　　る側にもプライドがありますＵに

　　　ついて。「ロヒンギャ難民救援活

　　　動」の事例で説明します。

　　　　1990年夏。ミャンマーから20万

　　　人を越えるイスラム系ロヒンギャ

　　　難民がバングラデッシュに流人し

　　　ました｡政治的内約が原因でした。

　　　1991年１月頃よりＡＭＤＡは医療

　　　チームを派遣する準備を開始しま

　　　した。難民キャンプではすでに国

　　　連難民高等弁務官と欧米のＮＧＯ

Ｉ　
が救援活動を実施していました。

　　　現地から聞こえてくるのは「日本

　　　の医療ＮＧＯはもういらない」の人

　　　合唱で、国連難民高等弁務官から

　　　の許可は来ませんでした。難民

　　　キャンプで活動するためには国連

　　　難民高等弁務官の許可が必要です。

　　　　1991年３月。 ＡＭＤＡは思いきっ

　　　て医療チームをバングラデッシュ

　　　入りさせました。普通３ヶ月かか

　　　る外国ＮＧＯの活動許可が1時間で

　　　おりました｡｡バングラデッシュ政

　　　府だけでなくマスコミも熱烈歓迎

の論調を紙面に踊らせました。

　理由は簡単でした。日本からの

AMDA医療チームの団長が東京大

学医学部外科に留学中のS.A.ナ

イーム医帥だったからです。その

後バングラデッシュ政府よりロヒ

ンギャ難民対策委員会を通して国

連難民高等弁務官現地事務所を紹

介されＡＭＤＡの難民キャンプでの

医療活動がようやく決定しました。

　難民キャンプ数は13ケ所。難民

26万人中９万人は雨露を避ける家

はなく、本の葉やビニールで覆っ

ただけの小用に住んでおり、井バ

やトイレも不充分でした。死因は

栄養失調、下痢、心疾患､痙撃､肺

炎、老衰などでした。まだコレラ

は流行していませんでしたが雨季

が本格化すれば相当数の死者が出

る可能性がありました。

　AMDAは次の３つの活動を開始

しました。１）診療活動。２）寄生

虫駆除活動。　３）保健衛生教育。

　衛生教育を寄生虫駆除活動の前

に実施しました。衛生知識の乏し

い難民に「トイレに行くときはサ

ンダルをはこう］「トイレの後は手

を洗おう仲川や池の水をそのまま

飲まないように」を教えた。字の

読めない人達にはポスターを使い

ました。簡単なことでも疾病予防

に大きな役割を果たしました。

　バングラデッシュ政府も難民

キャンプ毎に医療チームを派遣し

ていました。最初から彼等と組ん

で難民救援医療活動を実施できた

日f能性がありました。どの国も喜

んで外国からの救援チームを受け

入れているわけではありませ。自

国の医師の活動を望んでいたので

した。私たちは学びました。「援助

を受ける側にもプライドがある」

と。

　良き判断は良き体験が必要です。

ボランティア活動は人生を豊かに

してくれます。 ＡＭＤＡの活動は私

自身の人生を豊かにしてくれまし

た。AMDAジャーナル発行の趣旨

は「ボランティアのすすめ」です。
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　南アフリカ共和国の首都

プレトリアにある、ＡＭＤＡ

プレトリア地域事務所は、

96年の１２月に開設された

ばかりの新しい事務所です。

　現在は、まだまだ封建的

な規範の厳しい農村におけ

る、女性のためのトレーニ

ングプロジェクトを外務省

に申講中であり、公共サー

ビスに洩れがちなタウン

シップの障害児の状況につ

いても調査中です。そして、

アンゴラ支部のロジス

ティックやAMDAがサポー

トしているモザンビークの

ＮＧＯ､ＡＭＤＣとの連絡も担

当しています。少しずつノ

ウハウも分かりつつあり、

南部アフリカを始めとする

AMDA関係の方々とも良い

連携が結べるよう努力して

います。

　私は昨年隣国モザンビー

クで一年間お世話になりま

したが、そこでの南アはダ

ミアオン君に言わせると

「アメリカのような国」であ

り、他の人にとっても親戚

26　ぷ附Ｍｊｏに,//997．／／

のおじさんや自分の子ども

が働きに行っている国であ

りました。そして盗品も含

めた売り物の仕入先であり、

旅行者がよく行方不明にな

る国でした。しかし、経済

的には世界の中流（一人当

たりのGNPがブラジルと同

格）に属し、アフリカにお

いてはトップクラスで文化

的にも周辺諸国に影響を与

えている南アですが、よく

知られていますように、か

つてのアパルトヘイト体制

下で確立された、人□比15

％の白人と75％の黒人の間

に非常に大きな経済格差は、

この国独特の問題を形作っ

ています。白人宅ではプー

ル付きの家も多々見かける

一方、黒人層の大多数は都

市近郊にあるタウンシップ

（旧黒人居留地）に住み、高

い失業率に苦しんでいます。

又、プレトリアやヨハネス

ブルグのあるハウテン州だ

けで南アGDPの40％を占

めるため、国内地方や近隣

諸国から職を求めてきます

ので、タウンシップの中に

さらにバラックで重なる不

法居住地域が広がっていき

ます。この事実上の白人居

住地域とタウンシップの生

活状況の違いは、まさに同

じ国内の二つの世界と言え、

マンデラ政府も復興開発計

画のもと、タウンシップに

おける生活インフラの整備

に急いでいますが、予算不

足のため、住宅、保健や教

育施設の不足など、なかな

か計画通りにはいかないよ

うです｡又､見た限り、広大

なタウンシップ内に産業が

極端に少なく、例えば、た

まに小さな露天の店があり

ますが、いわゆるマーケッ

トさえ殆ど見かけないよう

に思います。

　さて、こちらの気候は夏

でもうだる程暑い日は少な

く、冬でも泣ける程寒い日

はありません。しかし、自

分の無知を暴露しますと、

とりあえずもアフリカ大陸

で暖房がいる程寒い時期が

あるとは思いませんでした。

場所によっては雪が降る所

もあり、ついでですが南端

ケープタウンの辺りにはペ

ンギンやあざらしがいます。

ちなみに南西部に位置する

クワズールー・ナタール州

にある地域の河には、頭が

鳥で、体が牛の怪獣がいる

と地元で話題になっている

話を新聞で読みました。な

んとなくワニ系ですが、伝

統を重んじるズールー族の

多い地域でもあり、かつて

の河のスピリッツが生き続

けているのでしょうか。

　ここ大都市のあるハウテ

ン州では、なかなか（まだ）

面白い話を入手出来ません

が、AMDAアンゴラあたり

では、ものすごい情報を

握っているのではないかと

期待しています。

　最後にプレトリアオフィ

スのメンバー紹介をします。

当オフィスは、BLL岡山と

連合岡山、そしてＡＭＤＡの

共同事務所で、ＢＬＬと

ＡＭＤＡよりそれぞれイン

ターナショナルスタッフが

-
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1

　　　働いております。 BLLからは現在南

　　　アフリカンジャズなどのライブハウ

　　　スめぐりに凝っている、昔かたぎの

　　　川崎さんと、50’Sの好きな三村さん、

　　　そしてAMDAプレトリアのダイレク

　　　ターは元アナウンサーの三浦さんで

　　　す。ローカルスタッフとして先日近

　　　所の少年５人組に泥棒に入られた口

　　　口さんとＢＬＬ専任プロジェクト

　　　コーディネーター・マイケルさんが

　　　います。三村さんと三浦さんは酒飲

　　　み友達で、車にガソリンを入れる勢

　　　いで２人して南アワインをあけてい

1　　ます。楽しそうなので私もたまに付

　　　き合っています。

　　　　南アにおける人種間（白人、黒人）

　　　相互の不信感は、歴史的に蓄積され

　　　たものだけに、とても深く感じられ、

　　　我々異邦人に対してさえ、（だからこ

　　　そ？）双方その意を隠しません。経

　　　済格差もさることながら、異文化間

　　　の融合、相互理解は、一朝－タに達

　　　成されるわけもありませんが、数十

　　　年後にその結果は必ずや世界のリー

　　　ディングケースになることと信じて

　　　おり、その過程においてAMDAが関

　　　わることができ、又、彼等より学ぶ

　　　ことが出来ることを嬉しく思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 /
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道端で野菜を売る

女性たち

(タウンシップ)

▲　日本とほとんど変わらない値段で衣服などが売られているデパート

信号待ちで止まると新聞売りの少年たちがかけよってくる　▼
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●地図の色部分は活動エリア

●一覧表は、左から、国名・

　プロジェクト名・開始年月

●数字はプロジェクト開始順

●＊印は、現在継続中

●この地図の国名は1993年

　3月のものです。

◆アジア

アフガニスタン

インド

インドネシア

カンボジア

スリランカ

タイ

中国

＊80.アフガニスタンＡＢＣプロジェクト

　　１．カルナタカ州無医村地区巡回診療プロジェクト

　20.西部大地震板災民緊急救援リハビリテーションブロジェクト

＊36.インド地域医療プロジェクト

　75.インドサイクロン緊急救援プロジェクト

　１１。フローレス島津波板災民救援医療プロジェクト

　22.スマトラ島南部地震救援医療プロジェクト

　43.スマトラ島大震災緊急救援プロジェクト

　46.中央スラウェシ島地震救援プロジェクト

＊49.1NNEDインドネシア･ジャワ島地域医療プロジェクト

＊50.1NNEDインドネシア･スラウェシ島緊急事態対応体制プロジェクト

　58.ピアク島大震災緊急救援プロジェクト

　　９．カンボジア本国復帰難民救援医療プロジェクト

＊14.カンポジアデイケアセンター支援プロジェクト

＊17.カンボジア地域医療プロジェクト

＊21.カンボジア精神保健プロジェクト

　フ3.メコン河流域大洪水被災者緊急救援プロジェクト

　８８．ＡＭＤＡカンポジアクリニックプロジェクト

＊68.1NNEDスリランカ・児童保護教育センター設立プロジェクト

　１９．チェンライ県エイズプロジェクト

　32.タイＨＩＶ患者カウンセリングプロジェクト

　40.タイアニマル・バンクプロジェクト

＊86.クワイ河移動診療プロジェクト

　56.雲南省大震災緊急救援プロジェクト

　57.四川省雪害緊急救援プロジェクト

＊59.雲南省大震災趙君支援人材育成プロジェクト

＊60.雲南省大震災小学校再建診擦所設置プロジェクト

　61.新彊ウイグル自治区地震緊急救援プロジェクト

　62.四川省チベット族ヘルスポストプロジェクト

　71.奥州省大洪水緊急救援プロジェクト

＊82.雲南省歯科医療プロジェクト

＊87.麗江地区衛生学校再建プロジェクト

朝鮮民主主義人民共和国　41.朝鮮民主主義人民共和国大洪水救援プロジェクト

日本　　　　　　　＊３．ＡＭＤＡ国際医療情報センター在日外国人医擦プロジェクト

ネパール

パキスタン

バングラデシュ

フィリピン

ベトナム

マレーシア

ミャンマー

ラオス

　33.阪神大震災緊急救援プロジェクト

　フ9.福井県三国町タンカー握油流出願故救援プロジェり卜

＊２．ビスヌ村地域保健医療プロジェクト

＊８．ネパール・ブータン難民放�医療プロジェクト

s 10. カトマンズタンコット村眼科医療・・子保‐プロジェクト

●１３．ネバーJし・ジコリアトリッりへJしスクリニックブロジェクト

　１８．ネパール・バングラデシュ大洪水被災民緊急医療プロジェクト

＊27.タメル地区ストリートチルドレン診療プロジェクト

●83.ネパール子ども痍院プロジェクト

＊67.1NNEDパキスタン・ハムダード医科大咎地域保儒医療プロジェクト

　　フ．バングラデシュ・ミャンマー難民救援医療プロジェクト

　１５．サイリロンブロジェクト

151.1NNEDバングラデシュ・ダッカ緊急・贈対応体制プロジェクト

　66.竜巻里恵救援プロジェクト

●69.1NNEDバンクラデシュ地域医療プロジェクト

　85.サイクロン救援プロジェクト

　　5.ピナツポ火山噴火被災民放援医療プロジェクト

＊25.JICAフィリピン・ターラッり州家族計画瑞子佩�プロジェクト

　45.フィリピン台風植楓緊唐鍬援プロジェクト

＊52.1NNEDフィリピン緊急事態対応体制プロジェクト

　?3.メコン河流域大洪水被災者緊急救援プロジェクト

　78.マしーシアＳサバ州洪水一息救援プロジェクト

＊42.ミャンマー地域保儒医療プロジェクト

　73.メコン滝流域大洪水櫨災者緊急放援プロジェクト
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ナミビア

セーシェルズ

ジンバブエ　　’.マダJIガスカル

ボツワナ｀

ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　．南ｱ

◆ヨーロッパ・中近東

イラン

1日ユーゴ

ポスニア

レバノン

ロシア

　　　　T.-一一スワジランド

　　ｊ Ｊ--一一レソト

フリカヅ

　　4.イラン国内クルド難民救援医療プロジェクト

　８１．イラン震災緊急救援プロジェクト

　84.イラン東部震災救援プロジェクト

＊24.JEN旧ユーゴスラビア救援プロジェクト

　55.ボスニア帰還難民救援プロジェクト

　76.ボスニア医師専門技術研究プロジェクト

　64.レバノン被災民緊急救援プロジェクト

　34.チェチェン難民救援プロジェクト

　38.サハリン大地震緊急救援プロジェクト

　７２．ＵＮＶサハ共和国医療協カプロジェクト

　77.サハ共和国医師専門技術研究ブロジヱクト

モーリシャス

＼

モルディブ

ロシア連邦

モンゴル

中国

香港

･，ミャンマ‘－．一一八

バングラデシュJ･

フスリランカ

ﾀｲ

･ゝ
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一一一

シンガポ

1991.4

1997.3

1997.5

1994.3

1996.1

1996.11

1996.4

1995.2

1995.5

1996.7

1996.11

アンゴラ

ウガンダ

エチオビア

ケニア

ザンビア

ルワンダ

●39.アンゴラ帰還農繁唐鍬援プ［］ジェクト

堵65.ウガンダ地域保健プロジェクト

●90.ウガンダABCプロジェクト

　　6.エチオピア・チヴし州難一良摺医療プロジヱウト

163.ケニア・ヘルスセンター同趣プロジヱクト

●９１．ケニアＡ８Ｃプロジェクト

ホ35.JICAザンビア・プライマリーヘルスケアプロジェクト

●１２．ソマリア難一里唐鍬摺医療プロジェクト

１１６．ジブチー帰人科嫡院人材育成プロジヱクト

●37.1NNEDスーダン国内避難民救援プロジェクト

　23.ガザ州儒運難農一息良援一握プロジェクト

148.モザンビーク地域鎔自復員プロジェクト

　26.ルワンダ痍院狗撞プロジェクト（北部ガラマ）

　28.ルワンダ難民里恵鍬援プロジェクト（ザイール・ゴマ）

　29.Jしワンダ難民里恵鍬握プロジェクト（ザイール・ブカプ）

●30.ルワンダ国内鯛腕胃‐プロジェクト（キガリ）

　31.ルワンダ難題巾古衣料配布プロジこEりト（ザイール・プカプ）

　47.ルワンダ地域住民農業支鎧プロジェクト（キガリ3

●74.ルワンダ難民良摺プロジェクト（キガリ）
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1992.3

1996.4

1997.9

1995.3

1993.4

1995.4

1993.1

1994.2

1995.4

1994.5

1994.8

1994.9

1994.10

1994.12

1996.1

1996jl

　　　　　　　　　70.1NNEDタンザニア・ルワンダ・ブルンジ難民裁握プロジェクト1996.

　　　　　　　　●92.ルワンダABCプロジェクト　　　　　　　　　　　　　1997.

●アフリカ　　●89.女性自立憲欄プロジェクト　　　　　　　　　　　　　1997.
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パラオ

オーストラリア

日本

ミクロネシア連邦

マーシャル諸島

キリバス

　　　　　　　　　　ナウル

パプアニューギニア

　　　　　　　　ソロモン諸島
ツバル

パヌアツ フィジー

西サモア

･･クック諸島

　　　.･　　　　　　トンガ

ニューカレドニア(フランヌ傾l

ニュージーランド

　　　　　　ＡＭＤＡのネットワーク

・ＡＭＭＭ ＡＭＤＡ多国籍医師団

　1993年5月に創設。アジアの自然災害や難民など

の緊急時に俊敏に対応できる　全支部から構成され

たAMDAの緊急救援医療部門である。

■ＩＮＮＥＤ緊急救援と開発のための国際NGOネットワーク

　1994年10月岡山国際貢献NGOサミット時に設立。

NGO間の相互理解と相互支援のネットワーク。

34ケ国56団体が参加。

■JANAN　国内ＮＧＯとＮＰＯネットワーク

■APRO　アジア太平洋緊急救援機構

　1995年10月設立｡自然災害､戦争に対応する国際

的医療救援ネットワーク。 13ケ国72団体が参加。

■ＡＭＤＡ関連　国連及び国際機関

　　UNHCR　　国連難民高等弁務官事務所

　　UNV　　　　国連ボランティア

　　UNICEF　　国連児童基金

　　WFP　　　　世界食糧計画

　　DHA　　　　国連人道問題局

　　|ＯＭ　　　　国際移住機構

　　ＷＨＯ　　　世界保健機関
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　　　大きく発展する可能性を秘めた､いきいき元気なまち。

　　　　　素敵なことが起こりそうな､フレッ沁1.な暮らし。

………中国銀行は､明日への“ときめぎを大切に､あなたを応援しまｔ

あなたに､あたたかく。

今中国銀行
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AMDA lntemational パンフレットから

AMDA lntemational is a humanitarian， non-profit，non-political，non-sectarian，and non-governmental

organization.lt was formally founded in Augusl ，1984｡

1tsvision is global peace and development｡

lts mission islo promote the health and well-being of underprivileged and marginalized people in Asia and

olher conlinents.

This is embodied in ils slogan，̈ Betterquality oflifefor a betler future.II

To fulfillils mission, AMDA lntemational has adopted a twofold slrategy･

One,it shall assisllocal non-govemment organizations pursue community-based sustainable developmenl

projects.

Twojl shall promote emergency preparedness arid provide appropriate emergency reliefassistance.

ow did AMDA start?

ln 1979， a Japanese doctor，Dr.Shigeru Suganami， and two medical students rushed to Thailand to

extend assistance to Cambodian civilwar refugees.

Their 9ood intentions and enthusiasm, however,were not met with welcoming arms.

Circumstances did not allow them even the opportunity to visitthe refugees. These very circumstances

served as the impetus for the Japanese doctor and medical students to eventually reach out to their

colleagues in other countries.lt dawned to them thaHhings would have been facilitatedif they have

known some health practitionersin the local communities. ltis with this frustrationand helplessness，

that these medical practitionersconceived the idea of building bridges with their neighbors.

And in 1984, the concept got itsforma目aunching under the banner of

THE ASSOCIATIONOF MEDICAL DOCTORSFOR ASIA.

ln 1994, as the services of the association extended beyond Asia，participants of the 10th Busjness

meeting decided to change the name of the organization to

THE ASSOCIATIONOF MEDICAL DOCTORSOF ASIA.

Few years back, the association has opened its doors to members of the a‖ied medical professions and

non-health profeSSionS who wiSh to contrjbute in the attainment of the organjzationIS ObjeCtiveS. TOday，

the organization simply bears the banner AMDA INTERNATIONAL.

hat are the activities of AMDA？

AMDA lntemational undertakes activitieswhich may be classified into developmental　projects and

humanitarian emergency reliefprojects. lt maintains fieldproject offjces　in An9ola, Kenya,Mozambique，

Rwanda,Sudan,Zajre,Cambodia，Former Yu9oslavia,and Chechnya.

Aside from projects that promote the well-bein9 of human societies，

AMDA lntemational also initiatespro9rams which strengthen the relationships of its members. As such，

it organizes annual business meetjngs and bjennial general conventions.lt publishes journals arld

newsletters,too.

ln addition,AMDA lntemational continues to expand itshuman network of cooperation.lt has collaborated

with other non9ovemmental organjzations such as those which are members of

lntemationa目＼letwork of l＼IGOsforEmergency andDevelopment (11＼INED）

Asia-Pacific Relieforganizations l＼letwork(ARPONET).

Since 1991， AMDA lntemational has activelycooperated with specialized agencies of the united Nations

such as UNHCR, WHO，UNICEF，|OM and united Nations Transitional Authority jn Cambodia (UNTAC)

to provide medical support in disaster-stricken and displaced communities.

削W/〕t/,J｡,71｡//卯ｱ。７／　３１



Ｓ　。　　　　　　　　　　　　　　　この欄はAMDAボランティアスタッフとして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海外で活動してきた経験報告を連載します。

１

調整員◇菊池　和雄　　:辿ぷﾉ4=､ii.ぷ引雀必柘6=己

　　　　　　　　　　　　　通信の仕事で10年以上滞在。　゜

　　　　　　　　　　　　ニごれまでに、30ｶ=国以上を訪れた｡･

キガリでの活動

　1994年８月'ﾄﾞ句、ナイロビ、カ

ンバラ経由にてウガンダ国内のル

ワンダ国境の町カバレのホテルに

笞くと、木曜の侵にも拘わらず先

に活動している筈の４人のスタッ

フ、バングラデシュの医師、フィ

リピンの看護婦、アメリカの調整

い、ルーマニアの医療調整員が滞

在していた。なぜ木曜の員なのに

ホテルにいるのか不思議に思いな

がら、様子が判らないのでまず様

ｆをみることにした。

　夕刻に５人で明日の竹定の打ち

合わせを行ったが、２人のアジア

人も私がどんな人間であるか様ｆ

を探っておりこの日は簡単な打ち

合わせで終j'しか。夕日カバレに

アメリカ人を一人残して、キガリ

に向け私の運転で出発した。　しば

らく走ると車の調子が悪くなった。

国境まで行けば整備｡七がいるだろ

うとどうにかたどり肴いたが、車

はエンジン・オイルがなくエンジ

ンが焼き付いてしまっており分解

するはめになった。どうにも動か

ずトラックで牽引してキガリに到

着したのが夜中の3:00.結局この

車は修理できず、この先の行方を

暗示する初日の出来事だった。

　着任草々の私は、アメリカ人の

32　AMDA jour,1｡119り７．Ｈ

妬洽が聞き収れず、こんな調子で

活動できるのかと不安を抱きなが

らの船出で、彼と話をするときに

は必ずアジアの3入の内､誰か１入

でも交えて通訳の役目をしても

らったものだ。

　この当時キガリの町には150以

上もの各国のボランティア団体が、

そして国連機関が集結しており、

さながらボランティアオリンピッ

クのようだった。このような状況

ﾄﾞでは殆どの病院はどこかの団体

が活動しており（早い者勝ち）、新

たな活動地が見つかったのは11月

に入ってからだった。

　当時、私にも気負いがあり、

MSF（国境なき医師団）がルワン

ダで一一一番大きな病院で活動してい

るのを見てAMDAもこの病院で活

動したいと強く思い、活動計|由iを

それぞれの団体が提出して入札方

式で決定すべきだと強く感じたこ

とを思い出す。そして援助するの

になぜ板前させて下さいとお願い

しなければならないのか、逆に援

助してドさいと依頼されるものと

ばかり考えていたのに。いまは少

しは活動の基本的なことが理解で

き､AMDAの実力も分かってきた。

　９月、10川のこの２ヵ月間は、特

別することもなくただ政府の返事

待ちの状態でキガリでの活動を断

念してゴマの活動に合流しようと

か、ＡＭＤＡの活動をやめて目本に

返ろうと何度考えたことか。

　新たな活動地は我々の宿所から

17km程（舗装7km、末舗装10km）

の所にある以前教会関係者が活動

していた50床程のヘルス・セン

ターでした。当初この未舗装部分

が気に入らずなんとか舗装道路に

面した候補地を探そうと苦労した

が、いざ活動を始めるとこの未舗

装部分で車の速度を落とすため沿

道の住民、特にf供達との朝晩の

コミュニケーション（お互いに手

を振ること）が始まり、思わぬ拾

い物をした感じで通勤時間が楽し

く感じられたことを思い出す。

　我々が活動し始めた直後に２歳

くらいの泣く（感情を表す）こと

すら出来ない極度の栄養失調の女　、

の子（孤児）と出会った｡毎日牛乳

とバナナを与え、半年後くらいに

は泣くことが出来るように、そし

て数カ月後には自分の足で立ち、

少し歩行の練習をしてまもなく歩

けるようになり、今では元気に皆

と同じように病院周辺を走り回れ

るようになった。キガリを訪れる

度にこの女の子に会うのが楽しみ

になっている。

　この活動は徐々に拡大しながら

現在（96年7月）も継続されている。

㎜
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アンゴラでの活動

　　　　このキガリでの活動も軌道に乗

　　　り、1995年７月、南西アフリカの

　　　アンゴラでのプロジェクト々lちＬ

　　　げのためキガリをあとにした。

　　　　アンゴラは大丙洋に面している

　　　ため日本人には馴染みが薄いが日

l1　本の国土面積の３．３倍、人目約

　　1､200万人､石油をはじめダイヤモ

　　ンド、ウラン等あらゆる鉱物資源

　　に恵まれた非常に潜在能力の高い

　　国で、それゆえに東西冷戦に巻き

　　込まれるかたちで、1975年のポル

　　　トガルからの独立後すぐに内戦が

　　始まり20年経た現在やっと平和協

　　定か結ばれたところです。

　　　20年間の内戦により地方では全

　　ての施設が機能しておらず、なま

　　じ設備があるだけにかえって復興

　　を複雑にすることになる。全国的
ﾌ●　にあらゆる生活基盤整備からとり

　　かからねばならず莫大な資金と永

　　い時間が必要だ。全国的に１千万

　　個以上といわれる地雷が敷設され

　　ており、そのll、国土面積の80％

　　以卜（人目面では30％～40％くら

　　い？主要部服部を政府が支配）を

　　反政府勢力が支配している関係か

　　らも陸上交通がままならず生活物

　　資の輸送確保が大変な仕事になる。

　　　和平の行方といえば、反政府勢

　　　力がダイヤモンド鉱山の利権を

　　　握っており、この利権確保のため

　　　表面トは和平合意でも局地的に小

キガリで●

競り介いが続く

ものと予想され

る。

　ここも、1982

年、最初のブ

ラックアフリカ

の国として通信

プロジェクトに
回
Ｅ

麹
罠
一
ｔ

携わり懐かしい国のｰつだった

(約１年滞在)。ただあまりにも生

活条件が廠しいので(水は川また

は雨水､電気､食料の確保)この国

での活動は無理と思いながら

ＵＮＨＣＲと交渉し、1995年９月に

ＵＮＨＣＲのパートナーとして契約

を済ませ、現在、首部より約

600km離れたアンゴラ北部UIGE

州のSANZA POMBO (周辺人[]

100､000人)で活動中である。

　1982年当時、私はこのUIGEで

仕事をし、ルアンダ(首都)でマラ

リアを発病し41.7度の熱を出して

満足な病院の設備もなく、一応こ

の時マラリアの検査はしたがマラ

リアではないとの判断で点滴すら

打つこともなく毎日TLXで日本と

連続をとりながら病名判定もでき

ず死ぬ思いをしたことを思い出す。

十数年後、私自身は直接医療活動

をすることは出来ないがこの地で

医療援助活動をすることに何か因

縁を感じている。実際キガリで活

動していたときに次の活動はアン

ゴラでしたいと強く思っていた。

　アンゴラの悲惨さは長期間の内

戦のため国内避難民が首部に集中

してスラム化しており、百万人規

模の酋部が３百万人程度まで拡大

して首部機能がマヒして季節によ

りコレラが発生する。酋部ですら

水道設備の補修をしていない為、

水圧を卜げることが出来ず２階以

卜には水があがらない。そして２

日に一度しか水がこないためそれ

も数時間のため一般市民は不自由

な生活をしいられている。

ナイロビ事務所にて

　そして、96年４月よりナイロビ

事務所に勤務している。ナイロビ

事務所の役割は、ザイール、ルワ

ンダ、ジブチでの活動支援が目的

で94年10月開設された。

　医療援助をしていて一番の喜び

は子供の病気、ケガが完治したあ

といつも‾f供述が周辺にいてくれ

ることで、子供達の笑顔が一番の

報酬だ。アフリカでは子供が３人

欲しいと思ったら母親は６人位子

供を生み途中の間引き（病気等で

死亡）に備えている。その意味で

は、ここアフリカは人間も動物も

弱肉強食の世界だ。食料があまり

/IMZMおω-u/ j9り７．ｊ／　３３
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一時帰国中に震災が起こり、急濾インドネシア・ビアク島へ

ない所にこのような形で口数が多

くなると悪循環となる。何か一番

必要かと言えば、まず母親の教育

で母親の意識が変われば子供達の

生活に変化が起こり彼等白身が生

活環境の変化、改善を求めると思

う。　しかしこれらの結果、あるい

は効果がでるまでには、最低でも

３附代の時間的経過が必要と思わ

れ、アフリカとｄえども50年先を

見据えた活動視点（とかく結果を

追い求め短期的な視点での活動に

なりがちと感じている）が必要で

はないか。

　どこかの本に書いてあった言葉

だが“牛を木場まで引いてくるこ

とはできても、牛に水を飲ますこ

とはできないド彼等が望まなけれ

婚礼･宴会

レストラン･ステーキ･喫茶

折詰弁当･わがままオーダー弁当

会席膳

問三好野本店

'窟昆陽5-2255

ば何も変わらない。こうしてみて

くるとアフリカは今のままでよい

のではないか、色々な人間がいる

ように、色々な国があった方がこ

れは健全と思う。たまたま、この

20世紀というある時間を抽出して

比較したときにアフリカは問題が

あるようだが、例えば、この地球

上から電気を否定したと仮定した

ときこの地球ﾄでだれが、どこの

地域が最後まで生存できるのか？

地球Ｌにも現代文明を求めない人

達がいて自然な気がするが。

　究極の活動は、このアフリカか

ら１人残らず白人が引き上げ一一切

関知しないことではないかと思う

ことがたびたびある。こんなこと

を考えながらも、今現在、困って

ＤＥＬＩＣＡＴＥＳＳＥ-ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ

/｀゛1･i･･.S9゛゛

ご
予
約
一
お
問
い
合
わ
せ
は

いる人達が存在する現実を直視し

ないわけにはいかない。　しかし逆

に考えると、これは欧米人が生活

するﾄ段として援助を行っている

だけとも受け収れる。なぜならば

援助とは先進国の視点である。日

本は、終戦後欧米からの援助でこ

こまで発展し、現在は世界一の援

助国（資金的に）になった。このあ

たりに何か良い解答はないのだろ

うか？援助活動を行っている人達

は自分白身と葛藤しながら今日も

活動している。

ボランティアのすすめ

　　ボランティア活動とは、個人

個人が出来ることを行動に移すこ

とだと思う。様々なことが旨われ

ているが理屈はいらない。まず自

分の目で､白身で体験して'ﾄﾞさい。

　個人で出来ること、団体でなけ

れば出来ないこと、日本で、海外

で、ある一定の期間、又は専従と

して等色々な参加の仕方があると

思う。まずは無理なく長期間続け

られる方法で参加されたらよいと　゛｀

思う。さあまず一歩を踏み出して

‾ﾄﾞさい！

　とにかく行動に移さねばなにも

姑まらない。そして楽しければ、

λａﾁｽ.ﾐﾖｼﾉ

〒700岡山市駅前町卜3-3 TEL.086-225-2255

ああλﾐﾖｼﾉ

〒700岡山市青江430-ITEL.086-23卜3333

あかや沙ﾐﾖｼﾉ

〒700岡山市青江430-ITEL.086-231-6800

さいだいじﾐﾖｼﾉ

〒704岡山市西大寺中野5-8 TEL.086-942-1616

く５しきﾐﾖｼﾉ

〒710倉敷市白楽町40B-3 TEL.086-425-1133

⊃や渉ﾐﾖｼﾉ

〒70日津山市小田中2206-14 TEL.0868-24-3500
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　　　有意義であれば身近な友人を誘い

　　　活動の輪を拡げたらよいと思う。

　　　そして誰もが気軽に参加できるボ

　　　ランティアの新しい概念をつくろ

　　　うではありませんか。

　　　　日本は国連に対して実質的に世

　　　界一（本来はアメリカだが滞納し

　　　ている）の資金を拠出しており、

　　　この資金の使途監視の意味でも、

　　　欧米の専売特許にせずNGO活動

　　　に拘わっていくべきと考える。現

　　　在ＮＧＯの置かれている立場はた

」7●　しかに国連の下請け企業的な関係

　　　だが今後ＮＧＯの発言力､影響力は

　　　増大するものと思う。

　　　　AMDAはアジアを中心にその殆

　　　どは援助される国の人達で構成さ

　　　れており、彼等を抜きにこの団体

　　　は存在しない。裏返してみれば

　　　我々は援助される側の視点を特っ

　　　ていることであり今後の活動でこ

　　　れをどう生かしていくかにAMDA

　　　の将来がかかっているように思っ

　　　ている。援助する、援助される両

　　　方の視点から活動することが今後

ﾌ●　の課題である。

　　　　この活動をしていて何か楽しい

　　　かと占えば、仕事の感覚がなく日

　　　常生活と一体に感じる。誰かにや

　　　らされている感じがなく、逆に言

えばサボろうとすればいくらでも

サボれるし、やろうと思えばいく

らでも仕事がある。自分の気持ち

次第でどうにでもなる。休日と言

えども活動が苫ではない。会社勤

めをしていた時には、多少のお金

を員えたにせよ余り積極的にはな

れなかったものだが、現在残業代

等が出るわけではないが活動が楽

しい。私自身（ナマケものではあ

るが）にとっては理想の環境に現

在ある。そしてなによりも様々な

分野の人と出会えることが最大の

ポイントである。

　私の経験から新しく活動を始め

られる人へのアドバイスとして、

仕事は自分で探し自分で行う。誰

もこれをやれ、あれをやれとは指

示してくれない。協調性を常に心

がけることと、あまり意気込まず

に自然休でのぞんでもらいたい。

そして自己成長のために自己完結

型を目指してもらいたい。そして

海外での活動ではなにより健康管

理を含めて健康が優先される。

　日本では､年間1､500万人もの人

が海外旅行する時代になりました

が皆さんはこの数字をどう思いま

すか。人目がこの数字をﾄﾞ回る国

はたくさんあります。アフリカに

は52の国がありますが40の国が

この数字を下回ります。

　このうちどのくらいの人達が、

第三世界の人達の生活を垣間みる

のだろう。一番基本的である安全

な水を飲める人はどれくらいいる

のだろうか？

　アンゴラで私はゴミ箱を漁って

いる人が犬を追い払うのを見たし、

水を飲むのに自分の目を木場に

もってゆく光景も見た。この飲み

方は動物である。人間であれば手

で水をすくって飲むのが普通であ

るが、これは水の中に子･を入れる

ことにより水が汚れるのを防ぐた

め□をもっていったものである。

　おそらくあなた方は、一生の間

に何度か海外旅行をする事になる

と思いますから、是非最初の海外

旅行には欧米ではなく第三世界の

国を敢えて選択して下さい。そし

て日本と、あなたの生活と比較し

て下さい。あなたの目と心で感じ

てください。行こうと努力しなけ

れば第二世界の国には行けないと

思います。

　最初の国というのはその後も

ずっと気になる存在になる。私白

身の最初の国は23年前の、パプ

ア・ニューギニアでした。

最新医療及び地域福祉に貢献する

　　　　　総合商社

大熊器械株式会社
岡山市大内田828-4

TEL　086-293-2171

FAX 086-292-0830

【関連会社】

(株)テクノメディック大熊

　　　(在宅医療関連)

岡山市大内田756-3

TEL086-293-7710

FAX086-293-7705
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ダイジェスト

国際貢献トピア岡山構想

ヒューマニズムを

尊重する風土

　地城おこしとか、地域作り

を訴える場合、その地域の特

徴は何かということをまず考

えます。それは通常、景勝地

や歴史的建造物など

のハードなものであ

り、あるいはその地

域の風土が育んでき

た食生活や祭などの

ソフトなものであ　

１

り、また地理的な特

徴を生かした産業の　ﾂﾞ:

振興であったりしま

す。私たち「トピア

の会」は、それを岡

山県人の精神的土壌

に求めました。

　「旭川荘でおしめ畳みをしま

せんか」岡山ではよく聞かれ

るフレーズです。重度の心身

障害者、障害児をあずかる全

国有数の総合福祉施設である

旭川荘という存在が、市民に

非常に近いものとしてとらえ

られ、そこでのボランティア

活動はごく普通の主婦や学生

に広く経験されています。

36　jﾉWZM./a,m｡/ﾉ997．ｊ／

今年７月に広島県と共催で行ったＮＧＯカレンジの

講義をダイジェストで掲載します。

国際貢献トピア岡山構想を推進する会

　　　　　　理事　藤木　茂彦

　そしてここ数年、ヒューマニズ

ムを尊重する精神的土壌はＡＭＤＡ

の存在によって触発され、大きな

広がりを見せてきました。

「ＡＭＤＡの活動を地域ぐるみで支

えるべきではないのか」といった

漠然とした雰囲気が市民のあいだ

に広がってきていました。そう

　　　1996年度　国際姉妹校調印式

いった中で平成５年「国際貢献ト

ピア岡山構想を推進する会」（通

称「トピアの会」）が設々lされたの

です。そしてその翌年あの阪神大

震災が勃発したのでした。阪神大

震災は岡山の人々がヒューマニズ

ムを尊重する精神構造を持ってい

る、また隣人の困難には身を挺し

て行動するという行動力を持って

いることを認識できた出来事でし

た。

　阪神大震災の時には「トピアの

会」として具体的に行動するより

も、それぞれの参加者がそれぞれ

の組織をフルに使って、あるいは　･？

組織間の連携によって、非常に多

くの人々が相当期間に渡って活動

に参加しました。同じ年に起きた

　　　　　サハリン地震や中国雲

南省地震の際には、そ

れぞれの経験が活かさ

れ､ＡＭＤＡを拠点にし

た迅速な緊急対応が、

多くの市民の支援に

よって実現されていく

という、「トピアの会」

の設立の精神が多少な

りとも実行されたので　や｀

はないかと思っていま

す。

ローカルNGOの

お世話役

　「トピアの会」の主な活動とし

て「国際貢献ＮＧＯサミット」の実

施があります。地球上には災害や

紛争や貧困などを理由として人動

的な支援を必要としている地域が

数多くありますが、このサミット

の目的は、そのような地域の現場



1996年度

おかやま国際貢献

ＮＧＯサミット

S1

に密着して活動を

行っているローカ

ルNGOと呼ばれる

人々のネットワー

　　　ク作りにあります。7●　

私たちはＡＭＤＡの国際社会にお

　　　ける貴重な体験から、人道的な支

　　　援活動は援助する側の政府や

　　　ＮＧＯだけの力では決して成功し

　　　ないことを学んでいます。最終的

　　　には、地元に密着したその地域の

　　　風土を理解したローカルＮＧＯの

　　　助けがなければ、援助の実効をあ

　　　げることはできないのです。現状

　　　ではこれらの援助計画の立案は、

　　　国連を中心とした援助する側で作

　　　成される場合が多く、支援の物

●　資、資金の流れもそうなっていま

　　　す。ローカルNGOはこれらの支

　　　援計画の源流に参加できる機会に

　　　はあまり恵まれているとは言えな

　　　いのです］トピアの会」のスロー

　　　ガンである「西のジュネーブ、東

　　　の岡山」は、そうしたローカル

　　　ＮＧＯの人たちが集える場所を作

　　　りだし、市民ぐるみ、地域ぐるみ

　　　でローカルＮＧＯネットワークの

　　　お世話をかって出ようというもの

　　　です。

国際福祉都市計画

　「トピアの会」としての活動は、

サミットの継続的な開催を続けな

がら実際的な支援活動プログラム

のメニューを増やしていくこと、

一方、ネットワークのセンター的

な施設群の整備を行政に働きかけ

ていくことが当面の目標というこ

とになります｡NGOサミットに集

まるローカルNGOメンバーたち

は、岡山でのサミットの継続的な

開催を強く希望しています。その

希望に応えるためには、岡山を拠

点として具体的な支援プログラム

がどんどん実施されていくことが

必要なのです。幸いＮＧＯサミッ

トのメンバーによるINNED（国

際民間人道援助ネットワーク）が

形成されており、また岡山地域の

小中高校がローカルNGOの仲介

により、次々と国際姉妹校の縁組

みを結んでいます。また、宗教家

による宗派を超えた宗教ネット

ワークも組織されています。これ

らの活動を日常的に支援でき

るNGOセンターのようなも

のが設立されれば「国際貢献

トピア」構想は大きく前進す

るでしょう。　それはＡＭＤＡ

が計画している国際貢献大学

の中に組み込まれ、国際貢献

トピアの中核的な施設を形成

することになります。しかし

それだけでは、より広範囲の

市民の協力を得るには物足り

ないと思われます。すなわ

ち、国際的なヒューマニズム

の精神は私たちの足元の街づ

くりにも活かされていなけれ

ばならないからです。この点

では、他の多くの街づくり運

動と連携することができま

す。岡山の顔となるべき都市

部に、ヒューマニズムを尊重

する岡山ならではの「福祉の

街づくり」を実現することに

より、国際貢献トピアの理想

が街のアイデンティティーと

して広く受け入れられるので

はないでしょうか。
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4A4D･4ヌタディーツアー(フィリピンク

姉妹校・メグミ校を訪ねて

＜1997年8月16日～8月20日＞

　マニラに到着して、リサール公

園を訪れた。平和に暮らす国民を

背にした、凛とした僥雄リサール

像の姿から、命をかけて国を守る

深い“愛国心”が伝わってくる。

　ＡＭＤＡの事務所で､歓迎の夕食

会をしていただいた。日本に近い

アジアの国だけあって、目本の食

べ物とどこか似ていた。ツアーの

メンバーに好評だった春巻に似た

ルンピアンシャンハイ。もち米が

原料のクチンタは薩摩のあくまき

にそっくりだった。

　17目、２

目目。 IIRR

(国際地方再

開発機構)

を訪問。途

中、海岸沿

いの道路を

車で走った

が、堤防が

ないのに驚

いた。 IIRR

で一番興味
幼稚園児の出し物

衣装はすべてお母さんの手づくり 深かったのは、ここに世界各国か

らボランティアが集まり、授業料

を支払ってトレーニングを受ける

プロジェクトがあるということ

だった。

　農業部門の研修では約4週間で

25万円程度。研修紋子後、帰国し

た研終生は白田のボランティアの

指導にあたるという。研修生を指

導するスタッフは有給｡指導者の

宿所やスタッフの家族の住居が

あった。また、IIRRには貧しい地

域の人々や、その地域の持ってい

る潜在的な力を伸ばそうとし、自

立を支援していこうとする考えが

根底にある点がすばらしいと思っ

た。さらに、さまざまなプロジェ

クトに対する寄付者(DONNER)

が財界各国にいることに驚いた。

　18目、３日目。 Singalongでの

FOLPMI（平和を伝道する女性達　、rヽ

の基金の会）プロジェクトの視察

に出かけた。 Sr.Evaは、外科医で

もあり、必要な時には手術もする

とのこと。シスターはたいへん

人々に敬愛されており、現地に着

くと数人の子どもたちがシスター

に寄り添い手を握った。

　大きな橋の下には、500家族程

が住んでいる。その橋の下への入

り目は約１ｍ四方の穴で、２ｍ程

の階段が下に続いていた。橋のド

は真っ暗でシスターの照らす明り

がないと一歩も前に進めない。
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高田小学校の姉妹校・メグミ校の子どもだちと

　　もっと驚いたことに、その暗闇の

　　中に我々を見つめる家族が湿った

　　空気に包まれて道路の両側の板の

　　間に座っていた。橋のドを抜ける

T●　と、シスターたちが子どもたちに

　　栄養のある食事を一日に一回配給

　　しているFeedingセンターの小屋

　　があった。

　　　橋のすぐ横の線路づたいに延々

　　と小屋が並んでいた。住民の住居

　　を橋の下から線路脇へ、そしてア

　　パートヘと移行していくのがシス

　　ターの考えだそうだ。シスターだ

　　ちがこの地域にプロジェクトを始

　　めた頃は、持ち物が次々となく

　　なったという。この地域の人々は

　　さまざまな方法で収入を得ている
●　

が、窃盗も在りうるとのこと。明

日への不安、窃盗という環境で

育った子どもたちは21財紀にどん

な社会を創るだろう。 FOLPMIの

プロジェクトにもⅢ!Rと同様、親

への教育も含まれており意義深い

と思った。

　線路脇の子どもたちに鉛筆を

配っていると、男の人が話し掛け

て来た。Fうちには3日前に生まれ

た子どもがいる」と。鉛筆を貰う

権利があると訴えてきたわけだが、

この父親の

瞳の輝き

は、日本の

父親のもの
子どもたちはシスターを慕っている

と同じだった。入り目から母親の

側に小さい頭が見えた。子を思う

親の愛は世界共通である。

　AMDAの国際ボランティア研修

センター開所沢に参加した。日本

から比較的近く、NGOが進んでい

るフィリピンに研修センターがで

きたことは、ボランティアを志す

人々にとってたいへん有益だと思

う。

　この２日間の視察だけでも、人

の生活を支える整備された各プロ

ジェクトのすばらしい理念を学ぶ

ことができ、人が生きることの重

みと環境整備の重要性を感じるこ

出迎えてくれた。歓迎合が始まる

前に国歌を歌い、神への祈りを捧

げた。　　子どもたちの日本語で

歌った「かえるの歌」の振り付け

がかわいらしかった。高田小学校

の職員が「きらきら星」を日本語

で歌い、続いてメグミ校の児童と

英語で歌った。リコーダーを送る

合から両校に同じ楽譜の本をいた

だいたので、音楽の交流がスムー

ズにできる点がたいへん嬉しかっ

た。その後、学校紹介のスライド

映写、折り紙の授業、児童の家の

訪問をさせていただいた。

　20日、５日目。ツアーのメン

とができた。また、燃えるような　　バーと無事合流し、帰国。

ボランティア魂をＡＭＤＡスタッ

フやボランティア団体のスタッフ

を通して感じることができ、感激

した。

　19目、４日目。高田小学校の３名

は、ネグロス島バコロド市の姉妹

校メグミ校を訪問。ここは幼稚園

と４年生までの小学部の合計約

400人規模の学校である。保護者

の方々が100人、児童200人程が

　ツアー全般を通して人の熱意と

温かい心遣いに、いつも包まれて

いたと感じる。なによりもフィリ

ピンのＡＭＤＡスタッフの誠意と

熱意とチームワーク、迅速な対応

に感動した。また、このスタ

ディーツアーを企画し、我々の参

加に関わり、ご尽力下さった方々

に心から感謝の意を表したい。
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国際貢献ボランティア査成課座

を開催しました

　岡山県では、平成９年度の新規

事業として「国際貢献ボランティ

ア養成講座」を開催しました。

　この講座は、国際ボランティア

に前向きな県民の方々を対象に、

出際貢献ボランティア活動に必要

な基礎的知識の習得と海外現地体

験を通じた研修を行って、国際貢

献を行う人材を養成しようと開催

したものです。

　養成講座は、８月から９月にか

けて国際交流センターを会場に、

「出際貢献ボランティアとは？」

「ボランティアとしての心得」「貢

献活動現地報告」等をテーマに、

AMDA菅波代表の講演

外務省職員、国際ジャーナリス

ト、在日領事館総領忙ＡＭＤＡを

はじめとするＮＧＯ関係者の皆様

から、スライドやビデオを交えた

体験談や意見を８回にわたりお聞

きしました。

　この講座には、募集定ｏの２倍

をこえる８２名の参加希望者が

あったため、定員を増口して聞催

しましたが、参加者は、熱心に講

師の話に聞き入り、また、メモを

とったり、質問するなど、この研

修に対する熱意が感じられまし

た。

　また、講座終了者のうち、13名

　　　は、９月23日から６日間、

フィリピンで実施された　ざ‘

現地研修会に参加しまし

た。

　フィリピンでは、スラム

街の視察やJICAの保健衛

生・け子保健プロジェク

ト、青年海外協力隊員の活

動現場、現地ＮＧＯの農村

開発プロジェクトなどを

視察するとともに､ＡＭＤＡ

国際ボランティアセン

ターで現地ＮＧＯと意見交

換会を行うなど､参加者は
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　　　現地ならではの貴重な体験をし

　　　てきました。

　　　　参加者からは、養成講座と海

　　　外現地研修会を通じ、国際貢献
ﾌ●　ボランティアの役割、重要さを

　　　実感し、また、参加者自身がボ

　　　ランティアヘ一歩を踏み出したと

　　　の声もありました。来年度も、こ

ﾌ●

　村山青年海外協力隊員の説明を聞く

(ピラ保健所での母子保健プロジェクト)

うした講座を開催して、国際貢献　　と考えています、

ボランティア活動の輪を広げたい

（財）岡山県国際交流協会の行事

　（財）岡山県国際交流協会では、11川に次のような催しを

計画していますので､興味のある方は問い合わせてみてくだ

さい、

　　　　（財）岡山県国際交流協会　TEL 086-256-2000

＊　ディスカバー岡山の旅｡

　11月９目（日）に、外国人と一緒に、成羽町（ふるさと村、

そば打ち体験、笹畝坑道、成羽町美術館）を訪ね、友好を深

めるとともに、知らなかった岡山を発見しようというもので

す。

　募集人ｎは50名で、参加費（大人　2､000円、小学生以下

　1､500円）が必要です。

＊　料理講座

　11川16日（↑l）に、岡山国際交流センターの調理実習まで

日本料理（年越しの家庭料理）の講習会を開催します。

　募集人員は20名で、参加費（1､000円）が必要です。

青年海外協力隊員の募集

青年海外協力隊員は、自分の持っている技術と経

験を生かして、開発途上国の人々と共に働きなが

ら、その国の国づくりに協力する海外ボランティ

ア活動です。

　現在、９年度の秋募集が行われており、募集説

明会が下記の日程で開催されます。なお、募集職

種は、約140種、応募年齢は20ヽ一39歳、派遣期間

は２年間で、募集締切は|】月末となっています。

＊11月14日（金）18 : 30 ～

　ホテル倉敷（倉敷市阿知|-）-1、JR倉敷駅下車）

　11月21日（金）18 : 30 ～

　岡山国際交流センター

　（岡|||府奉還町2-2-|、JR岡山駅下車）

・お問い合せ

　国際協力事業団　中国国際センター

　　　　　　　　　　　　　TEL 0824-21-6300

　岡山県地域振興部国際課国際協力係

　　　　　　　　　　　　　TEL 086-224-2111
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/‾いい顔」をした閲入者

　不思議な人たちである｡受け入れ

るこちら側の戸惑いや不安や心配や

気遣いや配慮などの諸々の思惑を、

その人懐っこい笑顔で､一瞬の内に

霧散させてしまった。

　国が政策医療の一つの大きな桂と

して重症心身障害児（者）医療に着

手したのは、今から30年･近くも前

のことである。日本という国が国家

として重い障害を持つ人達の「医療

と福祉と教育」が一体となった政策

的収り組みに､膨大な力を投入した

という事は、世界に訪るべき事で

あった。しかし、この医療システム

の中においても､実は民間の同様な

施設と比較して､特に立ち遅れてい

たのは､ボランティアなどの地域と

　･体化した活動のシステムづくりの

遅れであった。勿論､遅れの原因の

中には、屯症心身障害児（者）に対

する啓蒙活動の

遅れや、保護者

白身の障害を持

つ親なればこそ

の複雑な心の整

理などの問題は

あったとして

も、その是非は

ともかく、「ボラ

ンティア活動＝

讃　援助」という一

JRのボランティア会

面的な図式から想起される国の施

設に対する国民からの視線とプ

レッシャーもあった。「民間施設が

ボランティアを導入するのはいい

としても、国立施設が何故ボラン

ティア導入が必要なのか？人手が

必要ならば国の予算措置でやれば

いい｡」というプレッシャーであ　『

る。私たちが求めているのは､決し

て単なる「労力の提供」ではなく、

「聞かれた病院づくり」「地域と一

緒に歩んでいく病院の姿」こそが、

その目指すべきところであり、社

会理念である筈である。

　非常に不幸な出来事であったに

しても、先年の阪神淡路大震災に

おける献身的なボランティアの活

動姿勢やAMDAの国際的なボラン

ティア活動の報道によって、ボラ

ンティア活動に対する認知と理解

が広がってきた。このような時に、

突然と彼ら「JRのボランティア会」ぐ｀

は現れたのである。「何をやってい

いか分からないのだけれど、一緒

にやりたいのです。始めてのこと

なので何かできるか分かりません

がまず動いてみたいのです」

　我々にとって、下手な理屈や主

義主張よりも、彼らのあの実にい

い笑顔こそが、今一番必要なこと

なのです。むしろこだわっていた

のは私たち自身であり、彼らはと

いうと実にあっけらかんとして楽

しんでいるように見えた。色々な

垣根を越えてこれからも一緒に楽

しんでいきたいと切に願っている。

・人生振り返ってみて、人の為に役立つ行為はできていま‘すか。

・目先の幸せを築くのに一生懸命で、社会に目を向けることを忘れていませんか。

・わずかばかりの真心を社会に還元して見ませんか。

　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先：携帯020-867-3800（岩井）
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私たちは『nMDn』の・ゴ７－クを通じて

ＡＭＤＡに貢献しています。

会社

一一

日進ゴム株式会社

大川被服株式会社

名

．　株式会社パステム岡山でrヅフゴこ

ニット・スマ

株式会社クラハムシステム

ｉ　株式会社ボブソン

'二　　　　　　　‾

住所

　　－

｜　岡山市高柳東町13-46

一一

平成9年9月１日現在

　　　電話番号　　　｜

ニ　ー　－　　　　．一一　＿_　　　Ｊ　　Ｉ

０８６-２５２-２４５６　　　　ｉ

｜　倉敷市児島下ﾉ町６-８-４４　　　　０８６-４７２-４８８０

＿＿

ﾚ

＿
1?山市福吉町18-ﾌ　　　　　　　０８６-２６３-５５１６

　　　　　ｗ　　　　　　　　　　==　　　　二　　　　　　　　　　_･　　　　　　　｜

ｌ－

岡山市大福432-ﾌ

／ 倉敷市美和1-4-23

上　岡山市平野７８８

ダイヤモンドレンタリース岡山㈱　　　　岡山市今保145-1

有限会社ソニックＡ

株式会社ＯＳ技研

丸進工業株式会社

　メガネの金光
iグ　　ー

有限会社松岡織物

パラたけもと

一二

二　都窪郡早島町若宮ﾌｰ6

１

　ｊ　岡山市沖元４６４

－-|-　-一一　　　　　‥一一　　　＿　二

倉敷市曽原４３９

０８６-２８１-０１９６

０８６-４２５-１０１４

８６-２９２-０１６

」

」

ド二
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　　　日本-のハ~卜の町をめざして
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１ヽ交流と貢献の背景

≪我が国の復興と発展≫

　我が国の発展を戦後の時代を一一

例として考えてみると、戦後の荒

廃した我が国の復興の時代は、ど

この地域にあってもＯ（ゼロ）か

らの出発でありましたっそして、

どの地域においても均等な復興を

り艮に、国民一人ひとつの努力に

よって社会基盤や経済基盤が整備

され、各地ともある程度等しく発

展して来ました。

≪地域の特性を生かした町づくり≫

　復興の兆しが見え、ある程度の

社会基盤が整備されたころから

は、それまでの均等で画一しか振

興施策から地域の特色を生かした

地域づくり、いわゆる地域間競争

の時代になりました。各地域は、

それぞれの地域の特色を探し、地

域の歴史を探り地域の特色を形式

的に理論付けながら、地域の活性

化の名の下、地域の生き残りをか

けた地域づくりが行われて来まし

た。

引大丿部資源のみでの地城づくりの

　眼界≫

　ところが、それらの収り組みの

時期が早いか遅いかによって若干
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の達いもありますが、最近では自

らの地域の文化や自然あるいは歴

史などの内部資源（自己資源）の

みでは、地域づくりにおのずから

眼界があることが指摘されつつあ

ります。　もはや、その町だけの資

源（歴史や自然、文化や伝統）や

昔からのやり方のみでは、他と際

立った地域づくりは不可能とな

り、その町の人々が活力あるうご

めきをするためにはどうしても新

しい風、いわゆる異文化など他地

域に学ぶ必要が起きて来ました。

≪交流による発見≫

　　ｒ「繊毛」という言葉がありま

すが、風土の［繊］は外から吹い

てくる繊、他地域の伝統や文化、

　「土」はそれぞれの地域が育んだ

伝統であり文化で、これらがうま

く調和した地域こそ活力のある地

域である。Ｊという言葉がありま

す。

　その町の資源のみでの地域づく

りに限界を感じる今日、なすべき

方向は、その町のよい伝統や文化

は引き継ぎ暦き、他のさらによい

交化や伝統を学びつつ、それらを

うまく調和して時代をリードする

特色ある地域風土を剖る必要があ

ります

　国内外を問わず、だれでもが自

分の町から外へ出る機会のある今

日、意識的に感じるかどうかは別

として、新しい発見やそれに基づ

く感動に出会うことがあります。

現状を打破し新しい地城づくりの

剖造には、この「感動」が非常に

人切な分野となって来ます。

≪感動の大切さ≫

　戦後の荒廃した国土からの復興

は、何もない分野からの出発で生

活基盤の安定確保が急務でありま

したが、日々の努力の中でｰ一粒の

汗はより良い生活につながり、一一

粒の汗は文化の向上につながる事

を実感しながら、やがて高度経済

成長を経て当時からは想像もつか

なかった社会基盤の安定を見たと

ど‘
ころであります。ところが、ふと

周りを見渡すと附界でも一二を争

う国に発展し、もう目標とする事

も追いつき追い越す目標もなくな

ると、日々の生活や努力が感動と

して実感し得なくなってきまし

た。感動は次の努力への励みにつ

ながり、その努力はまた新たな感

動を呼ぶのであって、この感動の

結集こそが地域のエネルギーにな

るのであります。このように、経

済力で築いた繁栄のみでは、感動

は得られないことを実感しつつあ

るのが地域づくりの現状でありま
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しよう。

≪地域間交流の必要性≫

　活力ある地域づくりには感動を

必要とするものの、自己資源のみ

●　では新たな感動の創造が困難な現

　　代においても、輝かしい未来へ挑

　　戦し、それぞれの地域を次の世代

　　に引き継いで行かなければなりま

　　せん。ならばどうするか。自己資

　　源に眼界があれば、新たな感動を

　　求め他地域との交流を促進し新し

　　い価値を見いだすことが必要と

　　なって未ます。地域間交流におけ

　　る成果は、経済力に任せた施設づ

　　くり等とは異なり、時間の経過を

　　経た人や物や情報の行き来の中

　　で、新たな刺激と活力が生み出さ
●　

れる訳で、少々まどろっこしい感

　　じがするものの、そういう迂回戦

　　術こそが中・長期的な地域づくり

　　には有効な手段なのであります。

　　今や、交流は町村における総合的

　　な地域運営、あるいは地域の活性

　　化にとって戦略的な意義をもつ政

　　策分野であり、それぞれの地域は

　　交流に関する明確な政策視点をも

　　ち、積極的な実践を進めることが

　　求められる時代となっています。

　　交流は異質なものとの接触によっ

　　て、地域内に秘められた良さの再

　　発見とともに、一方では地域内の

問題点の発見、さらには外から学

び刺激を受け励まされる事によっ

て、新たな自信や発想の転換によ

る思わぬ力が生まれるものであり

ます。

≪小さな町の小さな交流≫

　ところで、全国のこうした地域

間交流の現状を見るとき、早くか

ら交流が定着している地域は、都

市部ではなく「村」であったり

　「町」と名がつくものの、いわゆ

る人目規模も財政規模も小さく過

疎化・高齢化の進んだ町村が案外

積極的に行っています。これは、

自己資源が乏しいゆえ、その地域

の限界に早くから気づき、新しい

風を求めて交流を始めた結果であ

ります。小さな町、過疎の町こそ

積極的に地域間交流を進め、交流

人目や情報交流、文化交流の充実

の中に新たな地域の特色を創り出

して行く必要があります。

≪加茂大祭にみる地域間交流≫

　交通通信体系の発達した現代

は、それぞれの地域の交流が日常

に行われていますが、一昔前まで

はそれぞれの地域と地域の交流は

なく、年に一回加茂大祭によって

人々の出会いがあり交流が生ま

れ、この交流の円滑な運営のため

長い歴史の中で厳格なしきたりが

定着レ特色ある伝統が受け継が

れたのであります。加茂大祭も見

方を変えれば、こうした地域間交

流の原点であり、その制度が930

年も昔から行われていた我が町の

伝統と先人の知恵を改めて誇りと

するものであります。

２、国際交流

≪地域間交流と国際交流≫

　第四次全国総合開発計画に［交

流ネットワーク構想］が示されて

以来、地域間交流はにわかに注目

されて来ました。また、前項で述

べたとおり世界でぐﾆを争う国と

なった今日、諸外国とのかかおり

なしに日々の生活は困難な状況で

あります。食糧を中心とする農産

物もTll業生産における輸出入も、

地球を収り巻く空気や自然などの

環境問題も我が国だけで解決ので

きる分野ではありません。また、

経済力の向トとともに、広い知識

力とグローバルな視野を備えた常

識ある国際意識が求められていま

す。このような中で、地域づくり

における地域間交流はもはや国内

外を問わず、国際化に対応した交

流の必要性が叫ばれる時代となり

ました。

　　　　　　　　　　（つづ＜）
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第11回ＡＭＤＡ国際医療協力研究会報告

開催日時:1997年９月25日（木）

講演者：信潭健夫（BHN支援協議会）

講演内容:人道援助と電気通信

報告内容:BHN（Basic Human

Needs）のお前の由来、1984年国連

決議（「電話の普及は生活水準向ト

の必須条件である」「財界の電話の

80％が10％の先進田に遍在してい

る」「電話の普及のために先進国は

積極的な支援を」）に応えて、1992

年ＮＴｒと電気通信工業会の関係者

により設立｡電気通信の立場から国

際協力、医療援両活動を行う。

Telecom赤ﾄ字活動（医療支援活

動）自分はNTr退職後このＮＧｏ活

動を始めた。

　電話崖の夢「いつでも､’どこで

も、誰でも話ができる眼界を作ろう

（ベル）］

　国民所得の高さと電話機の普及度

には強い相関関係がある。

　1991年　ソビエト連邦が崩壊し、

チェルノブイリ原発事故の影響で住

民に大きな被害がでていることが表

にでてきた。

　1993年汀U（国際電気通信連合）

ＷＨＯからの養成に応えて、チェル

ノブイリ被爆者健康調査のための疫

学的なデータベース整備のための通

信設備が不十分であったためマイク

ロ回線の建設（モスクワーオブニン

スク間120キロメートル）と医薬品

の提供を行った｡関東逓信病院の医

師、NTr、NTrドコモの協力を受

け、郵政省ボランティア貯金、外務

省対外支援室から活動費の支援を受

けた。
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研究会担当　大脇　甲哉

　1996年からウクライナに対する支援

を開始した。衛星を利用したテレメ

ディスン（遠隔診断）・システム（検診

巾と衛星通信設備）を設置し、キエフ

の総合病院で診断できるようにした。

また病院内にPHSシステムの設置を

行った。これらの活動には関東逓信病

院の医師、NTr、NTrドコモの協力を

受け、郵政省ボランティア貯金、外務

省対外支援室から活動費の支援を受け

た。

　今後の活動方針は、テレコム医療支

援活動、アジアを重視する、ＮＧＯ ・研

究機関との共同活動、電気通信分野で

の途上国の若い人材の育成である。

　ミャンマー・ヤンゴン総合病院の院

内通信システム、カザフスタン・セミ

パラチンスク原爆実験場跡の被爆者に

対して長崎大学で遠隔診断ができるよ

うにテレメディスン・システムの設置

を行うよう1997年から活動を始めた。

　緊急救援の通信システム作成の支援

を行いＡＭＤＡの活動に協力する。また

今年､９月には東京都防災訓練において

ＡＭＤＡと共同活動を行った。

　マルチメディア時代になり、様々な

通信サービスの内容を理解する医療関

係者や「トリアージ」等緊急救援活動

を理解できる通信屋が育だないと有機

的な活動ができない。人材育成を通じ

てヒューマンネットワークを形作るこ

とが大切。

　日本も50年前第二次［Lt界人戦後の貧

困の時代には､アメリカからララ物資･

ケア物資と旨う緊急支援物資の援助を

受けた。日本の国家予算が1､200億円の

時代に前者は400億円、後者は180億円

と言う莫大な規模の援助であった。ま

たガリオア資金・フルブライト資金

により1､100名･4､600名の日本人が

主にアメリカに留学した。

　戦後日本がアメリカから大きな支

援を受け、人材を育成して員った経

験を今度は日本が途ﾄ国に対して国

際協力や人材育成の面で貢献するこ

とが大切である｡ＢＨＮとしては自助

努力を育てる、自分たちで復興しな

ければならないと旨う意識を育てる

ことを原則に、テレコムの分野で活

動をアジアの地域に展開していくや

定である。

質問　PHSシステムのコストは？

回答　キエフ総合病院の場合ベット

数100の病棟に50台の電話を設置す

るのに約1､000万円かかった｡建物の

周囲100 mは通話可能である。

　ミャンマーの場合は1､500ペット、

医師700人の病院に院内放送可能な

システムを作り、電話機２５０台を

設置するのに約2､000万円かかる。

ミャンマーの地方病院（バガン）の

現状は30ペット、医師20人で電話機

が１台。

質問　機械の修理は？

　　　システムを使いこなせるか？

回答　修理は各パッケージごと交換

する。メインテナンスはNTΓや関連

会社の支店や代理店がモスクワやヤ

ンゴンにあるのでその職員に頼む。

基本的に故障は少ない、モスクワの

中継システムは設置後２年澗故障し

ていない。システムの操作は以外と

易しい。通信衛星を使うためアンテ

ナさえ正確に設置すれば簡単に操作

できる。
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岩井　くに　　　　　　　　　　　　　　　☆

　９月中旬から２週間ほど、イン

ドネシアのハルマヘラ島でマラ

リアとＧ６ＰＤ異常症（＊）の

フィールド調査で日本を留守に

していたため、帰国して季節の

移り変わりの早さにびっくりし

ています。インドネシアは赤道

直下に広がる、東西5000km、南

北3000kmの世界最大の島国で

す｡ハルマヘラ島は、スラウェシ

島の東側にあり、人目は約16万

人。インドネシア人もめったに

行かない所です。ツアーガイド

ブックにもほとんど載っていな

い、いわば秘境。行き帰りだけ

で、赤道の上を入ったり来たり４

回越え、片道2500kmの大旅行の

うえ、折からの煙の影響もあっ

て、航空ダイヤはキャンセルが

相次ぎ、たびたび足比めを食う

という結果になりましたが、お

かげでいろいろ体験してくるこ

とができました｡赤道って、ほん

とに赤い線が引いてあって、そ

こで赤道最中を売ってましたよ。

なんて話は誰も信じないでしょ

うが､こんな話はどうでしょう？

　ハルマヘラ島に着いて何日か

が過ぎ、調査も軌道に乗ってき

た頃のことです。船で奥地の村

に行こうということになりまし

た。その村には電気がなく、当然

のことながら旅館もないので地

域保健センターに泊まり込んで

白炊しなければならないとのこ

と、みんなで近くの店まで食料

や日常雑貨の買い出しに出かけ

ました。そこで立ち話していたイ

ンドネシアのスタッフ。あれ、顔

色がだんだん青ざめてきたではあ

りませんか。後で聞いたところ、

｢これから行く村ではblackmagic

を信じていて、医療関係者を快く

思っていない。村人は歴代の医師

にblack magic をかけようとして

いる。何か入っているかわからな

いから村人のくれた食料は絶対食

べてはいけない］と店の主人に

言われたというのです。さあ、大

変！でも、地域保健センターの医

師やスタッフも付いてきてくれる

ので、行かないわけにはいきませ

ん。その目の夕食はみな、言葉も

少なく、翌出ょひきつった顔で船

に乗り込んだのでした。

　沈んだ顔の我々とは対照的に、

保健センターのスタッフは楽しそ

うにはしやいでいます。ｆ連れの

人もいます。お弁当のお裾分けも

回ってきました。これから危険な

ところへ行くというのに、どうし

てこんなに楽しそうにしているん

でしょう？どうして子供を連れて

いくのでしょう？何だか、訳が分

からない私たち。こわごわと噂の

村の浜辺に降り立ったのでした。

　そこには、他と同じようにヤギ

やニワトリが歩き回っていまし

た。同じように裕子の本が実をつ

けていました。笑顔の村の人々が

荷物運びを手伝ってくれました。

マラリア健診を受けた子供が、お

礼のつもりでしょうか。わざわざ

本に登って果物を採ってきてくれ

　ました。一瞬、みんな迷いまし

　た｡ほんとに食べても大丈夫なの

　でしょうか？でも､返したら子供

　ががっかりするでしょう。一大決

　心して、口に入れた果物は、さす

　が採れたて｡町の市場では味わえ

　ないおいしさでした。

　　その地域での調査が終わった

　日､保健センターの医師が笑いな

　がら私に尋ねました。「話は聞き

　ましたよ。どうですか？black

　magicがありましたか？」「全然。

　いい経験をさせていただきまし

　た。でも、どうして町の人たちは

　あんなことをいったのでしょう｡」

　「確かに、昔ここにはよその人を

　受け入れない人たちがいました。

　でも、それはこの村を訪れた人だ

　ちのやり方もあったのではないで

　しょうか？私たちが､誠意を持っ

　て接すれば､このように協力して

　くれますよ｡」

　びくびくしていたことなど、

すっかり忘れ､土地の名物を満喫

してきた私たちは､あんなにたく

さん買い込んだ食料を、black

magicの噂といっしょに村に置き

忘れてきたのでした。

　（＊）G6PD異常症:細胞の呼吸（細

　胞が生きていくのに必要なエネル

　ギーを酸素や酵素の助けを借りて作

　り出すこと）に使うグルコース､6-リ

　ン酸脱水素酵素（Glucose-6　－

　dehydrogenase）の分列こ異常が見

　られる体質。一般に、この異常自体

　が病気を起こすことはないので､健

　康人と同じだが、ある種の薬が体の

　中に入ると急性の溶血発作（赤血球

　が壊れて中身が溶け出してしまう）

　が起こり、死ぬこともある。この異

　常を持っている人はマラリアに抵抗

　性があるといわれ、マラリアが多い

　地域に異常症が多い傾向がある。　　

ｊ
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◆センター東京　　〒160　東京都新宿区歌舞伎町郵便局留

　　　　　　　　　　TEL.相談　03-5285-8088　事務　03-5285-8086

　　　　　　　　　　FAX.03-5285-8087

　　・対応言語/時間

　　　　　　英語、中国語、スペイン語、韓国語、タイ語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月～金　9:00～17:00
　　　　　　ポルトガル語　　　　　　　　　　月水金　9:00～17:00

　　　　　　ピリピノ語　　　　　　　　　　　　水　　　9:00～17:00

　　　　　　ペルシャ語　　　　　　　　　　　　月　　　9:00～17:00

◆センター関西　　〒556　大阪市浪速区浪速郵便局留

TEL.06-636-2333　FAX.06-636-2340

・対応言語/時間

　　　　英語、スペイン語

　　　　ポルトガル語

　　　　　　　中国語

　　月～金　9:00～17:00

　　火　　13:00～16:00

　　月～金

(時間はお問い合わせ下さい)

ホームページアドレス　　http:涵A尚/.osk.3web.ne･jpramdack/

゜゜-☆。　；♪外国語による両親学級の報告♪；。☆-゜゜

　百燧の盛り、7月、8巾二外国語　ポルトガル語、

スペイン語、中国語、フィリピーノ（タガログ語）

による両親学級を開催しました。参加者はブラジル

人、ペルー人、中国人、日本人で延べ28名でした。

　　一|」に参加者と言っても、既に‾f供のいる方、妊

娠中のみ、近々子供を持ちたいと考えている方、不

妊治療中の方、また、妊娠中の外国人の通訳をされ

る方、日本人助産婦とその包場は様々でした。又、

中には双生児を妊娠中の方と既に出産された方もお

られ、改めて、妊娠出産の多様性を感じさせられま

した、

　妊娠中の注意、出産準備、妊娠出産にまつわる制

度、出産、育児と進んでゆく講義に参加者は熱心に

聞き入っていらっしやいました。その後の質疑応答

も熱のこもったものとなりました。数年間の滞日生

活で日本語はある程度話せるものの、医学的な専門

用語がわからず、医師とつっこんだ話が出来ないと

いうこともあったようです。質問の内容は、妊娠週

のカウントの仕方や陣痛が始まってからどの段階で

病院へ行けばよいのかといったことから、会陰切開

はどのような時にするのか、といった医学的なこ

と、仕粕よいつまでできるのか、或いは夫が通訳と

してつきそえるのか等、多岐にけりました。

　自治体や探健所、福祉事務所、また、各国語根や

目本の報道機関に協力を求め、広報に努めました

が、残念ながら、中国語とフィリピーノ（タガロ
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グ語）の第1目目は参加者がありませんでした／激語

では妊娠や育児についての相談が多いのですから、

外国語の両親学級が必要なことは確かです。開催目

時や、場所の設定が必ずしも参加しやすいものでは

なかったのかもしれません。その反省も込めて、

フィリピーノ（タガログ語）で9月21目（目）に北野

教会の英語ミサ終r後に行う予定です。

　今回実施した言語、地域以外でも両親学級はしな

いのかという問い合わせや、遠くて来られない方か

らの資料の購入申し込みがありました。また、離乳

食に関すること等、今回時間の都合でとりあげな

かったことに関する相談がいろいろな言語でありま

す。これらを今後の活動に是非とも反映させてゆき

たいと考えています。特に資料については、なるべ

く？く講義内容をまとめたものを作成し、外国人柱

民及び、受け入れていらっしやる各機関等、より多

くの方々に利用していただきたいと思っています、

その他、参加を希望するであろう方々に、両親学級

開催の情報が伝わるようにするにはどうすればよい

かを探ることは今後の大きな課題です。

　最後になりましたが、ボランティアとして講師・

通訳・保育のために協力してドさった30名の方々、

助成をいただいた大阪府国際交流財団、ライオンズ

クラブチャリティーファンド、後援をして下さった

大阪府、大阪市、及び場所を貸して下さったクレオ

大阪西、クレオ大阪南、北野教会、その他この企画

に関わった全ての方にこの場を通じて、お礼を述べ

させていただきます。皆さんといろいろな情報交換

が出来ましたことは、この両親学級の大きな収穫の　1ぐ

うちの1つでした。　　　　　　（センタ一関西・|）

4｀

㎜

両親学級の資料販売のお知らせ

　この両親学級のために作成した資料を販売しています。

ポルトガル語、スペイン語、中国語、英語の4種類で、それぞれ「」木訥と併記

されています。 1言語2冊からなり、各500円です。（送料別）

　お問い合わせ、お申し込みは

　AMDA国際医療情報センター関西（06-636-2333）までご連絡ドさい。
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以‾ﾄﾞの方々にご協力いただいています。ありがとうございます。（順不同敬称略、除く会員、９月15日現在）

個人　斎藤泰子、丹　邦子、山田博昭、西中満寿子、小林米幸、岩井くに、大沢ミヨ、森明男、相馬久子、清水茂美、

ジャムシディ　ジャムシッド、ミラー　エリザベス、瀬戸幸子、加藤豊子、山名克巳、八重橋美喜、

乙幡和雄・義子、松井恵子、牧野節子、坂田渠、佐藤光子、竹内七郎、海野尚久、刈野貞、奥山巌雄、井上美由紀、

岩潮干利、大多和清美、秋田美乃枝、浜京子、松木豊、佐藤昌子、ジル　ジｪｨｺﾌﾞソン、松井具、岡島隆子、

鶴田光子、富岡宏乃、新倉美佐子、伊藤侃由美、平井敬一

団体　三井物産（株）、第一電工（株）、晃華学園暁星幼稚園、山田皮膚科医院、田宮クリニック産科・婦人科、

オカダ外科医院、高橋クリニック、小林国際クリニック募金箱、黒沢クリニック、耳鼻咽喉科早川医院、

いずみの会、サンタマリアスクール、（有）フラワーオート、聖マルコ教会、目白聖公会、東京聖マリヤ教会、

三光教会、聖パウロ教会、小金井聖公会、東京聖テモテ教会、東京聖十字教会、聖アンデレ教会、

神田キリスト教会、葛飾茨十字教会、聖ルカ礼拝堂、八王子復活教会、池袋聖公会、日本聖公会東京教区、

（株）エスオーエスジャパン、高岡クリニック、興和新薬（株）、三共（株）・グラクソ三共（株）

(お名前を掲載しない方　11名)

大阪府国際交流財団（国際交流リーディング事業）、（財）電気通信普及財団（福祉、文化事業援助金）

　　　　　　　　　　ライオンズクラブ　チャリティーファンド（両親学級のため）

ご寄付のお願い　当センターは寄付などにより運営されています。おいくらからでも結構です。

　　　　　　　　ご支援よろしくお願い申し上げます。

会員募集　精神的、経済的に援助して下さる会員の方を募集しております。

　　酋センターはＡＭＤＡ（本尊岡山j）とは会計が別のため、独立した会員制度を設けております。

　　｡4MZ）Å苓叙の兪茸でばございまｾﾞ･沁ので、お間違えのないようお願いいたします。

　　会費：個人会員　10　6､000円　／　団体会員1020､000円

　　　　　学生会員（高校、大学、専門学校生）　10　2､000円

　　　　　ｼﾞｭﾆｱ会員（中学生以下）　　　　　　　10　1､000円

　　４月より翌年３月までの１年間とする。何口でもけっこうです。

広告募集　年間12万円

　　以上詳細はセンター東京（03-5285-8086）までお問い合わせ下さい。ご協力をお待ちしております。

郵便振替ｌ０ ０１８０－２－１ ６５０３　加入者名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター

銀行口座（広告料のみ沁さくら銀行桜新町支店　普通５３８５７１６

　　　　　　　　　　　　　口座名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター　所長　小林米幸

ＡＭＤＡ国際医療情報センター　連絡先

センター東京:〒160新宿区新宿歌舞伎町郵便局留TEL 03-5285-8086 FAX 03-5285-8087

センター関西:〒556　大阪市浪速区浪速郵便局留　　TEL 06-636-2333　FAX 06-636-2340

センター五反田オフィス:〒141　品川区東五反田1-10-7アイオス五反田ビル506

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL 03-3440-9073　FAX 03-3440-9087

　　　　　　東京へのお問い合わせ、発送物はセンター東京（新宿）へお願いいたします。
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〒102　東京都千代田区紀尾井町3-12

　　　　　　　　　　　紀尾井町ビル

　　　　TEL　03-3238-2700（代表）

内科・理学診療科

福川内科
クリニック
　　　　東成区東小橋3-18-3

　　　　(ｲ主友銀行鶴橋支店前)

ボングービル4 F　TEL 974-2338

　　　　　内科（老人科）・理学診療科

医療法人社団　塵成会

霜慶友病院
〒198東京都青梅市大門1-681番地

●人に）お問ぃ合せ一IEL 0428-24-3020 （代表）

　　　　　院長　大　塚　宣　夫

循環器科・内科・心臓血管外科

ＪＬ　医療法人社団○’北光循環器病院

　　理事長　太　田　茂　樹

　　　〒065札幌市東区北27条東８丁目

TEL 01 1 -722-1 1 33 FAX 01 1 -722-0501

16ｹ回心｢歯科診察補助表｣

僥諸、スペイン諸、ポルトガル語、中国語、韓国諸、

ベルシャ語、タイ語、ラオス語、カンボジア諸、

ベトナム諸、ベンガル語、フィリピン語、ロシア詔、

フランス語、インドネシア諸、マレー語

　外国人が安心しで歯科にかかれる応めの対訳表です。

１冊Y 5､000（税別）お申し込みはセンター東京まで

52　y4ﾉMZ)ﾒりaj。�j99Z /j

産婦人科　　　心療内科

OB / GYN / PYCHOTHERAPY

伊勢佐木クリニック
　ISEZAKI WOMANAfS CLINIC

〒231横浜市中区伊勢佐木町3-107

　　　　Kビル伊勢佐木２階

　　　　TEL 045-251 -8622

ｅ 大鵬薬品工業株式会社

〒101東京都千代田区神田錦町1-27

フラワーオー/ヽ

FLOWER AUTO
　　　　　日本全国引取り納車ＯＫ

　新車中古車販売・車検・修理・板金・保険

　自動車のことならお気軽に、御相談下さい。

神奈川県藤沢市片瀬376　TEL 0466-26-7744

外科　整形外科　形成外科　脳神経外科

肛門科　内科　泌尿器科

哺i
医療法人　慶　泉　会

町谷原病院
〒194東京都町田市小川1523

　　　TEL　0427-95-1668

広告を募集しています

＊お問い合せは　エイド企画0862-284-6164まで
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内科　　消化器科　　整形外科　　神経内科

精神科　理こ:j7↓

土団永生会[]
ﾃﾞ|ﾁﾗｼ)

?

｡

忠生病院

774床

　〒193

T

rgW諮ぶ77諧83'15

有限会社　都商

医療法人社団三好耳鼻咽喉科

クリニック

　院長三好　　彰
〒981-31仙台市泉区泉中央1-23-6

ＴＥＬ　０２２

ＦＡＸ ０２２

サリー薬局　〒214川崎市多摩区宿河原2-31-3　�044-933-0207

エリー薬局　〒214川崎市多摩区菅6-13-4　　　�044-945-7007

マリー薬局　〒214川崎市多摩区南生田7-20-2　�044-900-2170

十字路薬局　〒211川崎市中原区小杉御殿町2-96�044-722-1156

セリー薬局　〒216川崎市宮前区有馬5-18-22　　�044-854-9131

アミー薬局　〒242大和市西鶴間3-5-6-114　　　�0462-64-9381

マオー薬局　〒242大和市中央5-4-24　　　　　�0462-63-1611

みなよい　みよしさん
３７４－３４４３
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4･消化器科・外科・小児科奉

小林国際ﾄｸjﾘ1.φ7夕
　Koba ashi lntemationa1 Clinic　　　　y

　　　　　　　　小林國際医院

診療時間:平　日　　月曜日~金曜日　9:15~12:00/14:00~17 : 00
上曜日 9:15～13 : 00

休診日　　水曜日、日曜日、祝祭日

‘1!l　0462-63-1380

　神奈川県大和市四則間3-5-6-110

小田急汪ノ高線・観閲駅下車徒歩４分
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(蚕豆)
総務局長　小池　彰和

　「生きがい」…ＡＭＤＡに勤め始めて３

ヵ月｡いま私はこの旨葉を新鮮に感じ始

めています。

　ある眼［万業会社で40年、営業マンとして世界各地を飛び

回った会社人間から一転してＮＧＯの世界に踏み込みました。

菅波代表と最初面談の折りに、救援される側にもプライドが

あると片われたこの一片が重く温かく響いた時に、今日の私

は残りの人生に向かって再スタートを切りました。幸い健康

に恵まれておりますので、体力・気力ともある限り走り続け

たいと念じております。

　総務の仕事は実に様々です｡通常の定型的業務のなかで､毎

日多くのボランティアさんに囲まれています｡ ＡＭＤＡホーム

ベージを見たという方から絶え間なく問い合わせが来ます。

ｆ紙が来ます｡医師､看護婦、その他､海外に活躍の場を求め

る方々からです。

　さらに、色々な形で寄付が寄せられます。ｆ供さんがお母

さんに手を引かれながら差し出してくれた貯金箱、毎日届く

使用済みテレカ（NTrが買いLげてくれます）から、各種団

体・個人からの寄付、OA機器、各種備品用具まで、時として

匿名の大目寄付金もあります。また。高校生ボランティアに

よる街頭募金、バザーでの寄贈品販売などなど…

　いずれもこの一人一人が私達AMDAのサポーターであり仲

間です｡活動するその姿を見るとき、その成果を目にする時、

自ずと頭が下がります。そして、人はなんと美しいのだろう

と感じ入るのです。

　定年後になって初めてこのような慟きの場に身を置ける自

分をつくづく幸せに思い、［生きがい］を感じるのです。この

３ヵ月は仕事に慣れるのに明け暮れました。これからは､でき

ればバ毎日が忙しくこれが難しいのですが）いささかでも余

裕を作り出せる職域にして､皆様のお役に立ちたいものです。

よろしくお願いします。

＜ご案内＞

●11月１～３日　国際貢献バザー　岡山市・奉還町商店街

　　　　22日　メガマート・マッツスバリュー

　　　　　　　AMDA支援バザー　岡山市・楢津

　　　　６日　AMDAネパール子ども病院起工式　ネパール

　　フ～９日　AMDAビジネスミーティング

　　　　　　　　　　　　　　　ネパール・カトマンズ

●11月27日18 : 30～20:30　第14回国際医療協力研究会

　｢国連ボランティア計画の活動と国際ボランティア年について｣

　講師：国連ボランティア計画(UNV)連絡調整官

　　　彩]]谷　　　　　会費500円

　　　　　　　　　　　アイオス五反田ビル２階会議室

　　　　　　　　AMDAオフィス(六本)03－3440－9073

　　　【ＡＭＤＡジャーナル投稿規定(1997.10現在)】

　　　　　　　　　　　　AMDAジャーナル編集責任者

　　　　　　　　　　　　AMDA日本支部副代表　　山本　秀樹

　　本号からこれまでの国際医療協力からAMDAジャーナルヘと衣替

　えをしました。投稿の目安をつくりましたのでご活用ください。

　１．本誌の目的

　　本誌は、AMDAの機関誌としてAMDAに関連した国際協力、国

　際学術交流･研究､地域ボランティア活動の推進のために有益な情

　報を提供することを目的といたします。

　２．投稿資格

　　原則として､著者はAMDA会員および編集委員会が認めたものと

　するが、会員以外の投稿も歓迎します。

　3.投稿規定

　　原稿は和文または英文とし､別記する執筆要項で指定されたスタ

　イルに従う｡他の刊行物と全く同じ物を投稿する２重投稿はしない

　ようにしていただきたい｡また原稿に関する写真も説明を付けてお

　送りください。

　４．原稿締切日

　　原稿を下記の執筆要項以外でお送り下さる場合は､こちらで打ち

　直しますので毎月20日まで。執筆要項通りにお送り下さる場合は

　毎月25日までとします。

　５．校正

　　校正は、原則として編集者が行います。

　６‥著作権

　　著作権はAMDAに所属し、執筆内容はAMDAのWWW(World

　Wide Web)にても公表することがあります。掲載記事内容の責任

　は著者が負うものとします。

　７．査読

　　出版に先立ち投稿原稿の採否は編集委員会が決定し､内容に関し

　て著者に対して訂正を要請する事があります｡(事実と相違する場合

　など必要最低限にします)

　　　　　　　　　【ＡＭＤＡジャーナル執筆要項】

　　原稿は、原則として、電子ファイルの形でお送りいただきます。

　原稿用紙やワープロでプリントアウトした物を送っていただいても

　結構ですが､本誌は､MacintoshによるDTPにより組版を行ってい

　る関係上、以下の形式でお送りくださると助かります。

　〔e-mailの場合〕

　　電子メールにてtashiro＠amda.orjp(広報局田代)までテキスト

　の形で送っていただいても結構です｡電子メールが使えない場合は

　フロッピーディスクでもかまいません。

　〔Macintoshの場合〕

　　Macintoshフォーマットのフロッピーディスク、あるいは、3.5

　インチMO(128MB)を使用してください｡本文はマイクロソフト

　ワードver.6.0､標準テキスト形式のいずれかで保存し､プリントア

　ウトしたものも添付してください。

　〔DOS系の場合/UNIX系の場合〕

　　基本的には上述のMacintoshに準じますが720KBまたは1.4MB

　(9セクタ)にフォーマットされたフロッピーディスクを使用くださ

　い｡いずれの場合でも､プリントアウトした物を添付してください。

　　また、写真はリバーサルフィルム・ネガプリントどちらでも結構

　です。編集作業終了後、返却します。返却不要であればその旨お書

　きください。

　　疑問点があれば、AMDAジャーナル編集部(田代、大谷)または

｜　山本秀樹(hideki＠amda.or.jp)までお尋ねください。
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ご入会、会費、ご寄付、その他ご購入のための振込は、本誌とじ込みの郵便振替用紙をご使用になるか、

ＡＭＤＡホームページ

AMDAlntemetStation

http://www.amda.or.jp

下記口座をご利用下さい。いずれも振込目的を明記して下さい。

・中国銀行一宮支店（普通）　　口座番号１２７２０１１　口座名AMDA

・第一勧業銀行岡山支店（普通）口座番号１８１６９４７　口座名AMDA
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　昨年もご好評をいただきました『AMDAカレ

ンダー1998年版』が出来上がりました。

　今年は写真家の山本将文さんがＡＭＤＡの

フィールドを訪れて、世界の子ども遠の“今”

をとらえています｡被災地で､難民キャンプで、

力強く生きる子ども遠の輝きを皆様のお手元に

お届けいたします。

　ご希望の方は、下記の代金分の郵便小為替を

●
添えてAMDA本部までお送り下さい

。

一一一一

　　■送付先:〒701-12　岡山市楢津310-1

　　　　AMDA本部まで　TEL 086-284-7730

　　●定価:1,000円（消費税込）

　　　　＊ただし多数ご注文いただきました

　　　　場合は一冊の料金を以下のとおり

　　　　割引致します。

　　　　　10部以上　900円

　　　　　50部以上　800円

　　　　　100部以上　700円

　　●送　料：

　　　　１部　270円　　　　２部　390円

●　　３～４部　着払いでお送りいたします。
－一一
　　　　＊５部以上で同一住所の場合は

　　　　　ＡＭＤＡ負担

　　＊サイズ：縦64cm横-34cm
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旅の情報発信基地、ＴｉＳから世界へ。
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�(086)223-2030

�(086)422-0100

�(086)522-1471

TiS福山　a(0849)21-2258

岡山団体旅行ｾﾝﾀｰs(086)223-2031

航空券･ホテル券等の販売も承っております。
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当社､国内オリジナルブランドウェンズ､海外オリジ

ナルブランドウェンズワールドなど､お客様の目的に

合わせて国内海外を問わす幅広く取り揃えております。

･.毎度･リ91－’92　’93 '94 '95 '96 ｢イオンふるさとの森｣累計本数の推移

10年後も､20年後も､お客さまと一緒に。

ｼﾞｬｽｺは､176万本の木を植えました。

JUto ジャスコ岡山店
岡山市青江423-1

TEL(086)226-2001

●゛



学校生活の中でボランティア

人道援助活動を目的としたＡＭＤＡのスタッフ

達は今日も世界の国々で医療･教育･開発･環

境改善などさまざまな活動に取り組んでいます。

この主旨に共感した私たちは間接的ながらも協

力したいとＡＭＤＡ協賛商品を企画しました。

ＡＭＤＡ協賛ラベル付教育シューズをお買い

上げいただくと、その売り上げの一部を

ＡＭＤＡに寄付金として贈らせていただきます。

あなたの協力が世界各国での支援活動に役立

つことを願って…。

。　j
一!S11j&iZ:は児童･生徒の足もとからの健康づくりに

貢献すると同時に

nj¥1Dnの活動を支援します。

㎜ｱﾑﾀﾞ㎜

　　　　　　　日進ゴム。小さな一歩

●　　★疆日本学校体育研究連合会特別賛助会員教育シ
ー
　　　　　。－ズ振興会を通じて児童・生徒の保険・体育

　　　　　研究活動への助成。

　　　　★ＡＭＤＡ認定協賛支援団体瀬戸内改革振興会を

　　　　通じてＡＭＤＡの活動を支援。

　　　　など学校用シューズを通じて21世紀を担う児童

　　　　生徒の健康づくりと、ボランティア活動に取り

　　　　組んでいます。

鵬日本学校体育研究連合会特別賛助会員

教育シューズ振興会会員

国連NGOｶﾃｺﾞﾘｰH認定

ＡＭＤＡ　　　　　会員

AMDA認定協賛支援団体

瀬戸内改革振興会　会員

干700　岡山市高柳東町13-46

　　　　　　　　　　TEL代表(086)252-2456
歯日潅コ'ﾑ複式容社

教育ｼｭｰｽﾞ顧(o86)254-8595

FAX (086)252-4381
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認OG枝頭枝式会社
本社一工場:〒703　岡山市海吉1835－7 TEL(086)277-7181 FAX(086)274-9072

岡山糖2工場:〒701-42岡山県邑久郡邑久町向山77 TEL(08692)4-0891　FAX(08692)4-0898

営　業所:札幌･盛岡・仙台・千葉・埼玉・東京・多摩・神奈川・新潟・的岡･長野・名古屋

　　　　　　金沢・京都・大阪・神戸・岡山・高松・広島・北九州・福岡・長崎・熊本･鹿児島

URL http://www.og-giken.co.jp


